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走
後
に
於
け
る
生
理
作
用
の
愛
化
如
何
。

ス
キ
ー
競
走
は
巧
妙
な
る
技
術
と
、
敏
速
な
る
動
作
，
長
時
間
通
勤
に
封
す
る
耐
久
力
を
必
要
と
す
る
他
、
ス
キ
ー
具
、
雲
変
等
に
よ
る
滑

走
修
件
．
気
温
、
気
流
，
日
光
等
，
複
雑
な
る
外
的
事
情
の
影
響
を
受
く
る
こ
と
甚
だ
大
な
る
運
動
競
技
な
り
。
之
に
封
し
優
秀
な
る
技
能
を

有
す
る
選
手
は
如
何
な
る
柵
質
を
有
す
る
や
、
僻
叉
之
が
長
時
日
に
渡
る
訓
練
に
よ
り
其
搬
質
に
如
何
な
る
愛
化
を
招
来
す
る
や
、
更
に
叉
競

せ
ん
と
欲
す
。

余
等
は
先
づ
脈
神
及
び
血
腿
に
就
て
之
が
観
察
を
試
み
昭
和
四
年
一
月
札
幌
市
郊
外
に
於
て
畢
行
せ
ら
れ
た
る
第
二
Ｍ
全
日
本
畢
生
ス
キ
ー

競
技
大
含
及
び
第
六
同
全
北
海
道
ス
キ
ー
選
手
椎
大
含
に
参
加
せ
る
多
数
の
選
手
に
就
て
検
索
す
る
虚
あ
り
た
る
を
以
て
錘
に
其
成
績
を
報
告

被
検
者
は
北
海
道
（
一
七
名
）
早
稲
田
（
一
七
名
）
明
治
（
八
名
）
法
政
（
七
名
）
名
大
蕊
選
手
四
九
名
に
し
て
、
何
れ
も
郊
外
に
合
宿
し

本
稿
は
北
大
播
畢
部
助
教
授
鍔
柳
小
田
俊
郎
先
生
及
び
鍔
畢
士
八
代
雄
三
氏
の
御
研
究
に
な
る
「
通
勤
の
生
理
及
び
蛎
理

の
研
究
」
資
料
の
第
一
回
報
告
で
あ
り
ま
し
て
、
特
に
雨
先
生
の
御
了
解
と
御
好
意
を
得
裳
し
て
、
本
誌
に
玉
稿
を
頭
く
に

到
り
此
庭
に
禍
戦
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
つ
龍
も
の
で
あ
り
ま
す
Ｏ
謹
ん
で
鋤
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
（
編
者
）

ス
キ
ー
競
走
の
脈
捧
及
び
血
厘
に
及
ぼ
す
影
響

『
安
静
時
の
脈
樽
及
び
血
唾
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本
邦
に
於
け
る
催
雌
青
年
男
子
脈
抑
の
標
準
と
し
て
足
立
氏
が
陸
瀧
初
年
兵
及
び
一
一
年
兵
一
二
二
名
に
就
て
検
盃
し
た
る
も
の
は
雌
位
に

於
て
平
均
六
九
ｏ
四
一
二
、
標
準
偏
差
脚
七
・
九
六
六
な
り
。
余
等
の
数
は
之
に
比
し
て
甚
だ
小
さ
く
、
四
九
例
中
三
一
例
は
標
準
限
界
以
下
に

あ
り
，
健
康
帯
の
坐
位
脈
抑
は
臥
位
に
比
し
平
均
一
一
一
以
下
の
増
加
を
示
す
に
過
ぎ
ず
此
職
位
の
猟
述
に
依
る
差
を
瓶
職
す
る
も
尚
余
等
の
選

手
は
足
立
氏
の
兵
卒
に
比
し
甚
だ
著
明
な
る
徐
脈
を
塁
せ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。

各
競
技
に
於
け
る
優
勝
者
の
平
均
脈
抑
を
比
較
す
る
に
四
○
基
米
競
走
優
勝
者
六
名
平
均
五
○
・
三
、
一
八
基
米
競
走
四
名
平
均
五
六
。
九
複

合
競
技
六
名
率
均
六
○
・
一
に
し
て
徐
脈
は
長
距
離
競
走
者
に
於
て
特
に
著
明
な
る
を
見
る
。

之
等
の
脈
簿
は
一
般
に
甚
だ
過
敏
不
安
定
に
し
て
極
軽
度
の
精
祁
感
動
談
話
等
に
よ
り
て
卒
然
著
し
き
増
加
を
来
せ
る
も
の
紗
か
ら
す
、
叉

ら
れ
た
る
タ
ィ
コ

る
俄
を
探
れ
り
。

数
週
間
の
練
需
満
潮
に
達
し
た
る
競
技
数
日
前
に
於
け
る
も
の
な
り
。

年
齢
別
一
八
歳
一
一
例
一
九
歳
阿
例
一
一
○
歳
五
例
一
一
一
旗
六
例
一
一
二
歳
五
例

．
一
一
三
歳
一
一
例
一
一
閥
竣
一
三
例
一
一
五
歳
一
例
一
一
六
歳
一
例
不
明
一
例

検
査
は
朝
食
後
三
○
分
乃
至
一
時
間
（
明
大
の
八
名
は
食
前
）
練
習
前
合
宿
所
に
於
て
数
分
間
安
静
に
仰
臥
し
た
る
も
の
に
行
へ
り
。
脈
沖

は
、
嘗
樹
ｇ
§
の
§
潅
川
ひ
脈
抑
一
一
○
を
算
し
、
之
に
要
す
る
秒
時
を
求
め
之
よ
り
一
分
間
の
脈
抑
数
を
換
弊
せ
り
。
血
腿
は
正
確
に
補
正
せ

ら
れ
た
る
タ
イ
コ
ス
氏
血
腫
計
を
用
ひ
聴
診
法
に
よ
り
妓
低
血
雌
は
ス
ワ
ン
氏
第
四
鮎
を
と
れ
り
。
何
れ
も
数
脚
反
毅
測
定
し
ょ
く
一
致
し
た

脈
簿
。
一
名
の
例
外
（
七
六
）
を
除
け
ば
最
大
七
○
最
小
四
一
平
均
五
六
・
五
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匝
々
著
明
な
る
不
整
脈
を
呈
せ
る
も
の
あ
り
。
此
不
整
脈
に
は
呼
吸
性
不
整
脈
を
も
認
む
れ
共
其
他
呼
吸
蓮
動
と
開
係
な
く
不
規
則
に
徐
脈
と
３

速
脈
と
相
交
錯
し
て
出
現
せ
る
も
の
多
し
・

血
服
。
四
九
例
に
於
て
最
商
血
雌
九
六
’
一
四
三
粍
水
銀
柱
卒
均
一

均
五
四
。
○

之
を
足
立
氏
が
兵
卒
に
於
け
る
平
均
及
び
種
村
氏
が
一
八
歳
乃
至

二
五
歳
の
畢
生
に
就
て
レ
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
氏
血
膿
計
を
以
て
測

定
し
た
る
平
均
と
を
比
較
す
る
に
飛
商
血
雁
堆
低
血
座
脈
睡

（
水
銀
粧
粍
〕
（
水
銀
椛
粍
）
（
水
銀
柱
粍
）

ス
キ
ー
挫
手
（
臥
位
）
二
八
・
一
六
一
一
一
・
九
五
四
・
○

兵
卒
（
坐
位
ｌ
足
立
氏
）
一
一
一
一
・
六
六
七
・
一
一
四
五
・
一

畢
生
（
坐
位
ｌ
祁
村
氏
）
一
一
一
一
・
三
八
一
・
九
三
九
・
五

最
商
血
雁
は
坐
位
に
於
て
臥
位
よ
り
も
低
下
す
ろ
を
精
と
す
る
を
以

て
臥
位
に
て
測
定
せ
ら
れ
た
る
選
手
の
平
均
一
一
八
。
一
は
、
坐
位

に
於
け
る
兵
卒
の
一
一
二
。
六
に
比
し
必
ず
し
も
商
し
と
な
す
可
ら

ず
。
之
に
反
し
畢
生
の
平
均
一
二
一
・
三
に
比
す
れ
ば
明
か
に
低
き

こ
と
を
認
む
く
し
。
最
低
血
腫
は
兵
卒
及
び
畢
生
何
れ
よ
り
も
低
下
し
脈
歴
は
従
っ
て
著
し
く
増
大
せ
ろ
を
見
る
べ
し
。

運
動
家
の
循
竣
機
能
に
就
て
は
従
来
多
数
の
研
究
報
告
あ
り
。
殊
に
屡
々
徐
脈
胃
属
冒
旨
鳴
冒
身
呂
島
①
を
見
る
こ
と
は
巳
に
諸
家
の
認
め

た
る
虎
に
し
て
例
へ
ぱ
国
。
属
胃
旨
の
一
．
は
一
一
一
一
乃
至
一
一
八
歳
運
動
家
七
六
名
の
坐
時
脈
簿
季
均
六
三
（
九
○
’
四
一
一
）
に
し
て
、
園
８
言
の

一
八
ｏ
一
、
最
低
血
腰
四
八
’
八
二
平
均
六
三
。
九
、
脈
鵬
三
○
’
八
二
本

『
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６
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６
１
６

４
３
３
２
２
１
１
０
０
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

婚
“
弱
釦
溺
鋤
晦
加
閲
、

１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

負

p】

簸高血雁｜例｜｜妓低血睡，例｜脈雁｜例

可
上
⑨
。
刈
堂
。
⑫
『
１
ｎ
Ｕ
ａ
○
毎
Ｊ
○
凸
剖
上
。
】

訂
１

可
上
の
⑫
貝
唖
４
猫
ｎ
初
⑥
○
０
割

寸
上

§

の
』
、
⑫
Ｔ
ｌ
貝
Ｕ
例
琵
頁
』
隊
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
《
刀
詮

１
Ｊ

１

馴
祁
汀
“
例
茄
紅
鋤
“
郡
瓢

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

弱
帥
汚
沌
“
“
諏
訓
錫
如
弱
鋤

８５－８１

８０－７６

７５－７１

７０－６６

６５－６１

６０－５６

５５－５１

５０－４６



１
１

の
な
り
。

正
常
不
均
数
立
時
八
九
坐
時
七
九
臥
時
七
七
に
比
し
著
し
き
徐
脈
な
ろ
を
見
、
ｍ
号
の
鼻
は
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
に
於
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
。
オ
リ
ム
ピ

ァ
に
於
て
四
○
○
米
競
走
者
の
平
均
脈
抑
七
五
．
一
五
○
○
米
競
走
者
に
て
は
七
○
’
六
○
、
五
○
○
○
米
競
走
者
に
て
は
六
○
’
四
川
に
し

て
長
距
離
競
走
肴
に
徐
脈
一
府
瓢
蕃
な
り
と
云
ひ
国
鳥
胃
自
国
も
其
検
盃
せ
る
レ
コ
ー
ド
保
持
者
の
中
最
少
脈
抑
四
四
な
り
し
者
は
恰
も
マ

ラ
ソ
ン
優
勝
群
な
る
左
見
た
り
。
属
。
号
は
若
き
淋
手
が
練
蕎
の
初
期
平
均
七
六
な
り
し
が
六
週
間
の
後
平
均
六
○
に
減
じ
、
同
時
に
彼
等
に

多
少
弧
き
重
複
脈
を
兄
た
り
と
云
ふ
同
ｇ
ｍ
ｇ
ｇ
は
長
距
離
九
五
基
米
ス
キ
ー
競
走
に
参
加
せ
る
数
名
の
脈
池
五
二
’
五
六
な
ろ
を
見
一
丙
冒
］
］

は
ダ
ヴ
ォ
ス
及
び
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
の
ス
キ
ー
競
走
者
に
て
平
均
脈
仲
六
三
及
び
五
九
。
五
な
る
成
紙
を
得
、
冒
巨
目
冒
冒
は
僅
秀
な
る
ス

キ
ー
長
距
離
競
走
者
に
て
脈
神
立
位
四
八
に
過
ぎ
ざ
り
し
例
を
報
告
せ
り
。

企
等
の
成
絞
は
之
等
の
報
告
に
一
致
し
更
に
一
屑
淑
等
な
る
徐
脈
を
塁
せ
る
も
の
と
云
ふ
く
く
、
殊
に
四
○
基
米
競
走
優
勝
者
六
名
の
巾
，

第
一
蒲
は
川
八
、
第
二
許
は
四
一
、
な
る
極
め
て
著
し
き
徐
脈
を
有
し
、
更
に
各
競
技
の
優
勝
者
脈
抑
平
均
に
於
て
四
○
基
米
競
走
考
脈
抑
が

他
の
聖
輸
の
に
比
し
明
か
に
僅
少
な
り
し
こ
と
は
、
号
の
鼻
の
所
見
に
一
致
し
，
長
距
離
競
走
宥
に
於
て
徐
脈
が
特
に
苓
明
な
る
こ
と
を
示
す
も

ｌ
害

血
腿
に
就
い
て
胃
員
胃
旨
胃
は
其
検
査
し
た
る
三
五
名
の
レ
コ
ー
ド
保
持
者
中
二
○
名
は
一
○
五
粍
以
下
の
低
血
峨
を
お
し
、
殊
に
其
中

の
四
例
は
七
五
乃
至
八
○
粍
な
り
し
を
見
、
之
を
富
昌
昌
〕
鴨
ご
宮
ざ
畠
の
と
な
し
．
更
に
園
冒
冒
自
弓
は
一
五
基
米
及
び
三
○
基
米
ス
キ
ー

競
走
後
の
疲
撚
程
度
と
不
時
血
雌
と
を
比
較
し
た
る
に
平
時
血
峨
禰
き
も
の
に
疲
勢
の
度
磁
か
り
し
を
賞
兇
し
、
低
血
鵬
は
長
時
間
の
通
勤
に

際
し
心
臓
の
負
耀
を
樫
減
し
、
耐
久
力
を
増
進
す
る
も
の
な
り
と
せ
り
。
然
れ
共
宮
一
目
冒
曽
目
は
マ
ラ
ソ
ン
競
走
に
参
加
せ
る
二
一
ハ
名
に
於

て
何
れ
も
最
高
血
鵬
一
二
○
粍
以
上
に
し
て
低
血
腰
は
一
例
を
も
見
ざ
り
し
と
云
へ
り
。

余
等
の
選
手
に
於
て
は
最
南
血
歴
は
稲
々
低
下
せ
る
も
博
邑
〕
の
冒
昌
の
如
き
極
端
な
る
低
血
腫
を
見
ず
、
準
ろ
最
低
血
腰
の
降
下
従
っ
て

脈
腿
の
聡
大
蒋
明
な
り
。
更
に
四
○
基
米
競
走
優
勝
者
六
名
に
つ
い
て
見
る
に
最
商
血
腫
は
一
○
八
乃
至
一
四
三
粍
に
し
て
其
中
五
例
は
足
立

氏
の
標
準
牢
均
以
上
に
あ
り
．
殊
に
第
一
、
第
三
、
第
四
著
者
は
一
三
○
、
一
三
六
、
一
四
三
粍
に
し
て
被
検
選
手
中
、
特
に
比
較
的
嵩
血
腰

1１

守

ｊ

○

４ ４



一

一

一

一

最
高
血
唾
九
粍
の
増
加
を
見
た
り
。

以
上
の
所
兄
に
於
て
は
著
明
な
る

が
耐
久
力
大
な
り
と
傭
せ
る
国
蜜
目

次
に
優
秀
な
る
選
手
四
名
に
就
て
練
習
開
始
前
（
十
二
月
一
日
）
及
び
約
一
ヶ
月
の
練
雷
後
競
走
数
日
前
（
一
月
六
日
）
に
検
査
し
た
る
虎

に
よ
れ
ば
表
示
せ
る
如
く
脈
抑
は
蓮
動
訓
練
に
よ
り
明
か
に
減
少
し
て
徐
脈
を
生
す
る
も
，
血
雁
は
大
な
る
影
難
を
輩
ら
す
，
只
一
例
に
於
て

に
属
せ
り
ｃ

四

山

田

後前

長

田
一
識

宮
下
一
群

村
一
御 ＆

Ⅷ
岨

函
な
る
厚
自
旨
鳴
｝
〕
ご
ｏ
冒
昌
①
を
認
め
ず
、
叉
比
較
的
溢
血
服
は
長
距
離
競
走
者
に
不
適
淵
に
し
て
血
鵬
低
き
者

冒
呂
冒
冒
〕
の
所
説
と
は
相
反
す
る
も
の
な
り
と
云
ふ
く
し
。

脈
撫
一
簸
商
血
藤
（
跡
榊
）
｜
堆
低
血
砿
（
鋤
織
）

六
四

一
〈
一
一

四
一

一

七
五
五
二

六
北

五
八
五
五

ウ
ァ
ル
サ
ル
ウ
ァ
氏
試
験
。
三
八
名
に
就
て
・
臥
位
に
於
て
脈
郷
二
○
を
弊
す
る
間
努
責
せ
し
め
、
其
間
の
脈
抑
及
び
血
雌
を
測
定
し
其
影

響
を
観
察
せ
り
。

一
○
八

一
ハ
ー
ー

1m

二

(〕

一

四

一
一
一

一
一
ハ

●

六
八

一
ハ
ー
ー

六
四

六
四

一
〈
｛
ハ

六
四
七
四

』

５５



1－５１１２

脈
抑
の
愛
化
㈹
一
七
乃
至
㈲
二
一
の
間
に
あ
恥

以
上
の
愛
化
を
示
し
た
る
も
の
も
紗
か
ら
す
。

1６－２０

２

最
商
血
鵬
哨
加
三
一
一
例
、
不
愛
一
一
例
、
減
少
凹
例
、
其
愛
化
は
㈱
四
○
乃
至
㈲
六
粍
に
し
て
六
’
二
○
粍
増
加
せ
ろ
も
の
大
多
数
を
占
む
。

脈
抑
購
減
と
血
腰
聡
減
と
の
間
に
は
荊
一
的
開
係
を
認
め
ず
。

望
一
轄
一
．
は
普
通
健
康
者
、
蓮
動
家
及
び
無
力
磯
質
者
に
て
二
○
秒
間
努
責
動
作
に
よ
り
肺
内
藤
を
塘
加
せ
し
め
た
る
が
血
腫
は
無
力
性
心
臓

に
て
は
努
責
の
間
に
著
し
く
降
下
す
る
に
反
し
、
蓮
動
家
の
心
臓
に
て
は
努
資
の
始
め
稀
を
低
下
す
る
も
次
で
寧
ろ
上
昇
の
傾
向
を
示
し
、
普

通
健
康
人
に
て
は
稲
炎
低
下
す
る
を
見
た
り
。
更
に
脈
抑
は
一
四
五
妬
被
検
者
の
中
三
名
に
於
て
減
少
し
た
る
も
他
の
瀞
に
て
は
何
れ
も
苓
明

に
増
加
し
努
黄
の
終
る
と
共
に
徐
脈
現
は
れ
た
り
と
云
ふ
。

余
等
の
選
手
に
て
も
血
雁
の
低
下
せ
ろ
も
の
少
く
、
里
伝
昌
の
蓮
動
家
心
臓
に
一
致
す
る
が
反
之
脈
抑
は
減
少
を
呈
せ
る
も
の
比
較
的
多
し

さ
て
ウ
ア
ル
サ
ル
ウ
ア
試
験
と
迷
走
祁
経
と
の
開
係
の
密
接
な
る
こ
と
は
明
か
に
し
て
、
言
一
ｍ
ｇ
営
全
○
曽
巨
｝
は
忠
考
に
深
吸
筑
を
婦
さ
６

6－１０

脈撫殿錘化｜例股高血脈鯉化 例

６

６
’
５
一
幅

1６．２０１４36-.４０ １

3１－３５ 津
上
一
の
ム

１１－１５１２

恥堀
g６－ｎ０

6－１０１５

の
間
に
あ
り
て
聯
加
せ
ろ
も
の
二
三
例
、
不
愛
．
胴
例
、
減
少
一
一
例
、
多
く
は
個
五
以
内
な
れ
共
㈲

２１－２５

己

減

１

亨

０１４

1１－１５

1－５１１７

6－１０

６－１０’２

1－５ ２

減’１１－１５１１

Ｕ 陽

１６－２０

1－－５ ４】

ｒＪ

2１－２５１１



三
八
’
一
○
二
（
一
二
○
〕

し
む
る
に
正
常
者
に
て
は
脈
抑
大
と
な
る
と
共
に
其
数
を
も
増
加
す
る
が
、
迷
走
測
経
過
敏
な
る
者
に
於
て
は
脈
緋
は
披
大
す
る
も
其
数
減
少

し
て
徐
脈
出
現
す
ｏ
更
に
強
度
の
過
敏
症
に
て
は
脈
縛
は
縮
少
し
博
動
増
加
し
速
脈
を
来
す
と
云
へ
り
。
弓
ｇ
侭
は
詳
細
な
る
臨
淋
及
び
動
物

変
職
の
結
果
持
細
的
深
吸
気
或
は
ウ
ァ
ル
サ
ル
ウ
ァ
試
聴
に
於
て
呼
吸
停
止
の
間
持
緬
的
に
脈
縛
緩
徐
と
な
ろ
も
の
圃
冒
昌
一
．
§
匡
冒
と
呼
吸

停
止
の
始
め
脈
縛
一
時
緩
徐
と
な
り
次
で
正
常
以
上
に
伽
数
と
な
る
も
の
の
①
冨
亘
言
．
ｇ
冨
。
三
と
あ
る
こ
と
を
認
め
、
之
等
の
反
雁
と
迷
走
祁

挫
と
の
開
係
に
つ
い
て
詳
細
に
探
究
す
る
庭
あ
り
。
胃
属
｝
鼠
冒
曾
．
句
．
ｍ
骨
の
鼻
の
研
究
に
よ
れ
ば
運
動
家
の
綴
質
は
訓
練
に
よ
り
迷
走
祁
綴
緊

張
性
愛
化
を
来
す
と
云
ふ
・
此
躯
は
さ
き
に
述
べ
た
る
徐
脈
、
脈
抑
の
過
敏
不
安
定
な
る
こ
と
、
不
整
脈
の
出
現
等
を
説
明
す
る
に
足
る
べ
く

従
っ
て
ウ
ァ
ル
サ
ル
ウ
ア
試
鹸
に
封
す
る
反
艦
に
於
て
も
迷
走
紳
謹
緊
張
に
よ
る
愛
化
の
出
現
す
べ
き
こ
と
は
想
像
に
難
か
ら
ざ
る
な
り
。

排
（
平
均
）
一
一
堆
商
血
雌
（
牢
均
）
粍
水
銀
柱

四
○
基
米

八
基
米 ニ

ー
ス
キ
…
競
走
後
の
脈
樽
血
塵
及
び
呼
吸

脈

五
八
ｉ
一
○
七
（
一
二
八
〕

一
．
八
基
米
及
び
岡
○
基
米
競
走
に
於
て
選
手
が
決
勝
線
に
入
る
や
直
ち
に
脈
簿
．
血
雌
及
び
呼
吸
を
測
定
し
た
り
。
雲
中
に
於
け
る
検
査
な

れ
ば
被
検
者
を
脱
衣
せ
し
め
叉
は
任
意
に
臥
位
を
取
ら
し
め
雌
か
り
し
故
、
検
査
は
立
位
に
て
血
雌
測
定
に
は
マ
ン
シ
ェ
ッ
テ
を
シ
ャ
ツ
の
上

に
捲
き
鯛
診
法
に
よ
れ
り
。
余
等
の
経
験
に
よ
れ
ば
鯛
診
法
は
蕊
診
法
に
比
し
約
一
○
粍
水
銀
柱
低
き
値
を
示
し
、
マ
ン
シ
ェ
ッ
テ
を
鴻
潤
せ

る
シ
ャ
ツ
の
上
に
捲
け
る
も
の
と
皮
膳
に
両
擬
捲
け
る
も
の
と
の
間
に
は
著
し
き
差
異
を
認
め
ざ
り
き
。

検
査
数
四
○
基
米
競
走
後
二
六
名
、
一
八
基
米
競
走
後
一
九
名

脈
排
は
到
若
即
時
極
め
て
細
少
頻
数
に
て
殆
ど
鯛
れ
難
く
、
少
時
の
後
漸
く
算
し
得
る
程
度
に
現
る
る
を
常
と
す
。
之
過
度
の
心
臓
迩
動
に

際
し
収
縮
作
用
の
み
狸
大
と
な
り
。
開
張
作
川
不
充
分
に
し
て
心
臓
内
血
液
堂
減
少
し
従
っ
て
薄
出
溌
も
僅
少
と
な
る
に
よ
る
も
の
な
る
べ
し

贋

三
一
一
’
八
四
（
九
九
〕

三
六
’
八
八
（
一
○
一
一
一
〕

画

７ ７



■匂

脈
郷
は
競
走
直
後
に
比
し
蓉
明
に
減
少
す
れ
共
其
恢
復
は
遜
々
と
し
て
一
時
間
四
一
分
後
に
術
平
常
位
に
達
せ
ず
。

血
睡
は
前
項
に
記
せ
る
如
く
競
走
直
後
は
安
静
時
に
比
較
し
低
下
せ
る
か
、
大
差
な
き
を
常
と
す
る
が
恢
復
の
始
め
迩
五
’
一
○
分
に
は
直
８ §

、

脈
僻
は
平
時
の
平
均
五
三
。
九
及
び
五
四
。
三
に
比
し
約
二
倍
竿
の
埼
加
な
り
。
血
腫
は
立
位
、
鯛
診
法
に
よ
り
て
測
定
せ
ら
れ
た
れ
ば
之
を
以

て
直
ち
に
競
走
前
臥
付
聴
診
法
に
よ
り
て
測
定
せ
ら
れ
た
る
安
静
時
の
値
と
比
較
す
べ
か
ら
ず
、
澗
診
法
は
蕊
診
法
に
比
し
平
均
約
一
○
粍
水

銀
柱
低
き
値
を
示
す
。
叉
最
商
血
腰
は
一
般
に
立
位
し
て
は
臥
位
に
比
し
、
低
下
す
る
を
常
と
し
、
其
程
度
は
個
人
に
よ
り
一
様
な
ら
ず
。

司
昌
身
。
鴨
｝
は
健
康
肴
に
よ
り
て
其
差
一
○
粍
水
銀
柱
以
下
な
り
と
せ
る
も
余
等
は
更
に
大
な
る
差
あ
ろ
を
継
職
せ
り
。
且
叉
競
走
直
後
の

疲
舞
状
態
に
て
は
此
鵠
位
に
よ
る
血
艇
の
菱
化
は
健
康
者
平
時
の
そ
れ
を
以
て
推
測
す
べ
か
ら
ず
。
競
走
前
後
を
比
較
し
得
た
る
個
々
の
例
に

つ
い
て
兄
る
に
上
述
の
熟
を
顧
慮
す
る
も
筒
明
か
に
血
座
低
下
せ
り
と
認
め
ら
る
上
も
の
に
二
二
例
中
六
例
あ
り
。
他
の
例
は
糖
低
下
せ
る
が

群
明
な
ろ
鎚
化
を
認
め
難
き
か
叉
少
数
に
於
て
は
軽
度
の
ｋ
昇
瀞
火
せ
り
と
思
惟
せ
ら
る
上
も
の
あ
り
た
り
。

呼
吸
は
二
八
’
五
一
な
り
し
が
、
元
来
呼
吸
は
決
勝
紬
に
入
れ
る
瞬
間
は
極
め
て
浅
く
瀕
数
な
れ
共
或
程
度
迄
は
雌
だ
通
か
に
恢
復
し
共
数

を
減
じ
且
深
度
を
増
す
も
の
な
れ
ば
余
等
は
凡
て
の
例
に
極
め
て
敏
迩
に
、
決
勝
線
到
著
後
二
，
三
分
以
内
に
検
録
を
了
し
た
れ
共
か
上
為
短

時
間
内
に
て
も
筒
且
其
検
査
の
遅
速
に
よ
り
呼
吸
数
に
か
な
り
著
し
き
差
を
示
せ
る
を
認
め
た
り
。

恢
復
航
態
。
個
々
の
例
に
就
て
四
○
基
米
及
び
一
八
基
米
競
走
直
後
及
び
其
恢
復
時
に
検
査
し
た
る
脈
徳
及
び
血
雌
に
比
較
す
る
に

五
’
一
○
分
後

一
二
’
一
一
○
分
後

二
二
’
四
二
分
後

八
一
’
一
○
一
分
後

七八八八

八○九○

山’
九一一○
六閥五三

八七九七
五八○四

’’’’
○一一二

二二六二

三三二四

例

な四四な
しし

脈
抑

雌
商
血
砿

噛
一
減

比競

直
後
に

し
血
脈



一
例
、
之
に
反
せ
る
も
の
一
三
例
な
り
し
と
云
ふ
。

常
の
海
さ
に
恢
復
す
る
も
の
と
思
考
せ
ら
る
。

る
如
き
，
長
時
間
迩
郵
微
の
脈
紳
増
加
は
婦

査
せ
る
時
の
遅
速
に
よ
る
も
の
な
る
べ
し
。

血
腿
は
短
時
間
通
勤
後
は
芳
明
な
る
上
昇
を
示
す
に
反
し
長
時
間
韮
動
後
に
は
反
て
低
下
す
る
こ
と
は
諸
家
の
所
見
一
致
せ
る
蝿
な
り
。
（
島

悶
、
種
村
、
酒
井
、
禰
烏
、
言
鳶
の
》
鷺
斥
の
冒
宮
目
等
）
緑
。
一
筋
毎
は
種
々
な
る
通
勤
後
血
歴
は
其
恢
復
期
に
於
て
一
度
正
醤
以
下
に
降
下
し

次
で
正
常
の
満
さ
に
錦
る
。
而
し
て
蓮
動
が
激
烈
な
れ
ば
其
降
下
も
稽
苓
し
き
こ
と
を
認
め
た
り
。

余
等
の
所
兄
は
之
等
の
報
告
と
大
慌
に
和
一
致
す
、
典
脈
抑
は
長
距
離
競
走
後
に
於
て
も
極
め
て
独
敷
に
し
て
階
冨
冒
曽
目
等
の
記
載
せ

る
如
き
、
長
時
開
通
動
後
の
脈
抑
増
加
は
短
時
間
忽
迩
通
勤
後
に
於
け
る
も
の
よ
り
僅
少
な
り
と
の
所
見
と
相
反
す
。
之
恐
ら
く
、
蓮
動
徒
検

後
に
比
し
Ⅵ
て
上
昇
せ
り
。

余
等
が
被
検
者
の
中
川
○
基
米
競
走
に
て
優
勝
し
た
る
宮
下
は
さ
き
に
剛
際
水
上
競
技
大
曾
に
て
ア
ル
ネ
ポ
ル
グ
と
一
五
○
○
米
自
由
型
左

競
泳
し
、
力
泳
戒
後
森
田
氏
に
よ
り
て
検
査
せ
ら
れ
た
る
が
、
今
其
成
絞
と
ス
キ
ー
競
走
直
後
の
成
績
と
を
比
較
す
る
に
脈
縛
及
び
呼
吸
は
何

れ
も
著
し
く
増
加
し
、
雨
競
技
間
に
大
差
な
き
も
血
雌
は
競
泳
後
は
藩
し
く
増
加
せ
る
に
反
し
、
競
走
後
に
て
は
寧
ろ
平
時
よ
り
も
稲
低
下
を

示
せ
り
。

競
走
後
の
血
砿
脈
揮
呼
吸
に
開
す
る
報
告
は
極
め
て
多
し
、
然
し
て
競
技
の
種
類
即
ち
短
時
間
急
速
運
動
な
る
か
、
長
時
間
耐
久
蓮
動
な
る

か
に
よ
り
て
其
趣
を
異
に
す
。
即
ち
蓮
動
直
後
に
は
呼
吸
及
び
脈
輝
の
増
加
を
兄
る
を
常
と
す
る
も
脈
抑
増
加
は
念
迩
蓮
動
の
後
に
於
て
耐
久

蓮
動
後
よ
り
大
な
り
。
陰
。
冨
冒
露
目
は
四
二
・
二
基
米
マ
ラ
ソ
ン
競
走
後
脈
抑
恥
加
二
’
五
二
大
多
数
は
三
○
を
越
え
ず
、
同
一
被
検
者
に
つ

い
て
競
走
後
と
二
○
回
膝
屈
折
迩
動
後
と
の
脈
抑
埼
加
を
比
較
し
た
る
に
競
走
後
脈
排
増
加
が
膝
屈
折
蓮
動
の
そ
れ
よ
り
大
な
り
し
も
の
は
一

が
蓮
勤
後
恢
復
期
に
於
け
る

ｌ
、
～
端
Ｉ
～
、
Ｉ

、
１
１
、
．

次
で
一
二
分
’
四
二
分
の
間
に
は
更
に
低
下
せ
る
も
の
多
き
こ
と
を
表
示
せ
る
が
如
く
に
て
、
之
所
謂
圃
ｏ
言
〕
喝
９

口
の
鳴
芽
①
昌
扇
の
に
相
営
す
る
も
の
な
る
べ
く
、
一
時
間
壮
一
分
以
後
に
て
は
再
び
上
昇
の
傾
向
を
示
し
漸
次
牢

可

や

、
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よ
く
訓
練
せ
ら
れ
た
る
ス
キ
ー
選
手
川
九
名
の
安
静
時
脈
抑
及
血
唯

一
、
脈
抑
は
七
○
’
四
一
平
均
五
六
・
五
に
し
て
一
般
健
康
青
年
男
子
に
比
し
著
し
く
緩
徐
な
り
。
此
徐
脈
は
四
○
基
米
競
走
に
怪
勝
せ
る
六

名
は
他
の
競
技
に
怪
勝
せ
る
も
の
に
比
し
特
に
瓢
苓
な
り
脈
縛
は
一
般
に
過
敏
、
不
安
定
に
し
て
僅
少
な
る
刺
戟
に
て
愛
動
し
易
く
、
且
つ

苓
明
な
る
不
整
脈
を
塁
せ
る
も
の
紗
ら
ず
。

二
、
最
商
血
座
は
平
均
一
一
八
。
一
に
し
て
粘
低
け
れ
共
国
雷
隆
の
冒
胃
が
報
告
せ
る
如
き
著
し
き
低
血
雌
を
兄
す
。
反
之
雌
低
血
雌
は
著
明

に
低
く
従
っ
て
脈
歴
増
大
せ
り
。
四
○
基
米
競
走
に
懐
勝
せ
る
選
手
六
須
中
五
名
は
比
較
的
瓶
き
血
雌
を
お
し
霞
呂
昌
冒
が
疫
雌
せ
る
如

き
血
腫
満
き
選
手
に
疲
鍔
甚
し
と
云
ふ
所
見
と
机
反
せ
り
。

三
、
優
秀
な
る
選
手
四
名
に
就
て
練
雷
前
と
約
一
ヶ
月
の
練
雷
後
と
を
比
較
す
る
に
脈
樽
は
明
か
に
減
少
し
て
白
目
昌
巨
嘱
冒
ご
◎
胃
冒
を
来

せ
る
も
血
雁
に
は
大
な
る
愛
化
な
く
、
弓
馬
目
損
昏
ご
号
昌
①
を
認
め
ず
。
一
例
に
於
て
反
っ
て
血
雁
塘
加
せ
る
を
見
た
り
。

四
，
ウ
プ
ル
サ
ル
ウ
プ
試
醗
に
て
三
八
名
中
脈
抑
聡
加
二
三
名
減
少
一
一
翁
血
歴
塘
加
せ
る
も
の
一
一
一
二
例
減
少
せ
る
も
の
四
例
な
り
。

一
五
○
○
米
卿
由
型
競
泳

四
○
蕪
米
「
ス
キ
ー
」
競
鋸

競
走
後
所
見

線

脈

括

ｊ一
一
八
基
米
及
び
四
○
基
米
競
走
直
後
脈
擁
は
著
し
く
増
加
し
（
平
均
一
一
一
八
’
一
一
一
○
）
安
静
時
の
一
一
倍
牢
に
達
す
．
血
雌
は
少
数
例
に
て

く
漣
度
の
塀
加
を
兄
た
る
も
多
敷
に
て
は
著
明
に
低
下
せ
る
が
安
静
時
と
大
差
な
、
言
が
如
し
。
呼
吸
亦
著
し
く
噌
加
せ
り
。

Ｉ
Ｆ
ⅡＩ

庇
●
一

』
Ⅲ

一
九
五

一
三
○

画

呼
吸四○

一
一
一
一
一

1０ ＩｇＧ



附

一
八
基
米
及
び
川
○
基
米
競
走
後
尿
検
査
を
行
ひ
し
も
の
一
三
例
、
内
一
○
例
に
苓
明
な
ぁ
謡
、
尿
，
五
例
に
瓶
肺
側
柱
、
凡
て
に
於
て
脈

隈
．
尿
駿
曹
達
、
准
腰
カ
ル
ク
、
チ
ス
チ
ン
の
結
晶
多
量
を
見
、
赤
血
球
は
一
例
に
於
て
認
め
ら
れ
た
り
。

北
大
産
婦
人
科
教
室
歴
、
戸
七
郎
畢
士
は
今
年
高
田
市
に
於
け
る
全
日
木
ス
キ
ー
選
手
権
大
含
に
て
役
員
と
し
て
活
動
せ
ら
れ
た
る
が
其
際

胴
○
韮
米
競
走
出
揚
粁
の
身
鵬
検
査
を
行
は
し
め
其
成
繊
淀
余
に
送
ら
れ
た
り
。
弦
に
其
要
項
を
記
し
敬
潅
を
表
す
る
と
共
に
其
御
好
意
諾
謝

す
０

脈
抑
七
二
’
六
○
．

競
走
後
被
検
肴
六
名

最
商
血
腿
一
二
五
’
一
○
八
粍
水
銀
柱
。
均
牢
二
七
粍
水
銀
柱
。

最
低
血
雁
九
○
’
六
八
粍
水
銀
柱
。
平
均
七
七
。
○
粍
水
銀
柱
。

脈
撫
一
○
胴
’
七
八
。
平
均
九
○
・
三
。

最
商
血
脈
一
四
五
’
一
一
○
粍
銀
柱
、
平
均
一
二
三
．
一
粍
水
銀
柱
。

最
低
血
雁
八
四
’
六
○
粍
水
銀
柱
。
平
均
七
一
・
五
粍
水
銀
柱
。

脈
簿
七
二
’
六
○
．
平
均
六
六
。
○

競
走
前
被
械
肴
一
八
名

ｊ一
一
恢
復
時
脈
簿
は
漸
次
減
少
す
る
も
甚
だ
緩
慢
に
し
て
一
時
間
四
一
分
後
備
平
時
の
数
に
達
せ
ず
。
血
雁
は
一
二
分
乃
至
四
一
一
分
後
競
走
直
後

く
よ
り
低
下
せ
る
も
の
多
く
、
一
時
間
一
一
一
分
以
後
は
漸
次
上
昇
の
傾
向
を
示
す
。

７一
二
一
名
に
就
て
森
Ⅲ
氏
が
一
五
○
○
米
自
由
型
競
泳
後
に
検
査
し
た
る
成
紙
と
四
○
基
米
競
走
後
所
兇
と
を
比
較
す
る
に
血
腿
は
前
粁
に
於
て

く
著
し
く
上
昇
せ
る
に
反
し
後
者
に
於
て
梢
低
下
せ
る
を
見
た
り
。

記

］

■

］Ｉｒｌ

＝弄一
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尿
は
六
名
何
れ
に
も
蛋
白
を
誇
明
せ
り
。

‐
Ｉ

以
上
の
検
査
に
箭
り
，
全
日
木
箪
生
ス
キ
ー
競
技
大
含
々
長
河
本
博
士
，
北
大
ス
キ
ー
部
長
大
野
教
推
、
股
川
躍
士
、
肺
生
氏
等
は
稚
々
便

通
を
典
へ
ら
れ
、
出
場
選
手
諾
溌
は
何
れ
も
心
よ
く
余
等
の
検
盃
を
受
け
ら
れ
た
り
。
弦
に
灘
ん
で
深
惟
の
謝
癒
を
表
す
。

終
に
荷
馬
教
授
の
御
懇
篤
な
ろ
御
鞭
羅
と
御
校
閲
並
に
教
室
同
俵
諸
氏
の
御
援
助
を
深
謝
す
○■凶

1９ １２
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登
山
に
鯛
『
す
る
地
質
畢
釣
注
意

､３

総
戒
及
び
欣
態
等
に
従
っ
て
此
自
然
的
篠
件
を
提
供
す
る
。
出
来
る

だ
け
明
瞭
な
意
識
及
び
我
為
が
雑
に
胴
さ
ん
と
し
て
居
る
行
動
の
明

瞭
な
認
識
が
常
に
色
々
の
危
険
を
さ
け
る
篤
の
一
手
段
で
あ
る
。

烹
岩
石

先
づ
第
一
に
需
人
は
更
に
次
の
躯
を
明
に
し
様
と
忠
ふ
。
即
ち
多

く
の
大
山
を
度
外
耐
し
て
は
、
ど
ん
な
山
も
今
日
苓
人
の
、
前
に
舞

え
、
蕃
人
が
登
鍵
す
る
如
く
に
は
仕
上
っ
て
出
来
な
い
も
の
で
あ
る

と
云
ふ
鞭
で
あ
る
．
総
て
の
山
山
ｌ
ウ
ト
ー
か
ら
ツ
イ
ゼ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
に
至
る
ま
で
．
叉
リ
ギ
ー
か
ら
モ
ン
テ
、
ロ
ー
ザ
に
至
る
ま

で
ｌ
は
皆
礎
嘘
で
あ
る
．
風
化
及
び
洗
流
は
少
な
く
と
も
二
三
両

米
往
を
（
然
も
我
々
の
最
も
豪
鵬
な
る
山
蹴
よ
り
直
接
に
）
敷
千
米

扉
・
ａ
．
ロ
儲
．
齢
凄
⑦
属
画
璽
ｇ

奥
井
由
雄
謹

Ｌ

1３1３

登
山
家
の
危
険
と
災
難
は
錆
ん
ど
常
に
複
雑
な
現
象
か
ら
成
っ
て

居
る
。
三
つ
の
要
素
．
山
、
天
候
．
人
、
が
あ
っ
て
・
之
等
が
或
昨

は
箪
猫
に
叉
或
時
は
協
同
し
て
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
或
は
他

の
要
素
の
優
勢
な
る
事
よ
り
善
人
は
こ
の
災
難
を
地
質
畢
的
気
象
謬

的
，
叉
は
生
理
蕊
的
要
素
と
し
て
云
ひ
表
は
す
事
が
出
来
た
。
次
の

論
究
が
地
硬
畢
的
要
因
に
寄
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
て
我
だ
が
此

迩
縦
誰
義
に
於
い
て
、
或
る
確
か
な
覗
故
の
恭
査
か
ら
出
藍
し
た
る

二
三
の
優
秀
な
論
文
を
見
出
す
間
、
此
の
様
な
恐
ろ
し
い
道
を
取
っ

て
進
む
事
は
私
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
に
も
係

は
ら
す
同
時
に
山
の
提
供
す
る
自
然
の
僚
件
の
厳
癖
な
観
察
に
論
及

す
る
偏
に
立
ち
止
っ
て
届
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
岳
は
そ
●
の
材
料



⑥

に
入
り
，
喋
り
没
さ
れ
て
雛
や
紗
や
泥
土
に
な
り
、
そ
し
て
平
原
や

大
海
に
雄
穂
す
る
の
で
あ
る
。

此
山
毎
棋
造
の
継
過
は
主
と
し
て
二
つ
の
場
合
に
行
は
れ
る
。

仰
流
れ
つ
つ
あ
る
水
に
依
っ
て
溝
を
造
る
事
。
狭
義
に
於
け
る
機

械
的
の
僅
蝕
．
及
び
水
に
依
っ
て
動
か
さ
る
典
漂
石
に
依
っ
て

鋸
で
切
、
を
入
れ
た
様
に
な
る
事
。

②
風
化
作
川
、
機
械
的
及
び
化
畢
的
に
山
腹
を
下
方
よ
り
上
方
へ

傾
斜
を
附
け
る
，
山
地
に
於
い
て
之
に
代
る
雌
強
力
の
原
動
力

は
餅
寒
で
あ
る
。

ア
ル
プ
ス
巾
脈
が
研
癖
さ
れ
て
綾
な
る
丘
や
或
は
平
地
に
な
る
以

前
に
猫
多
く
の
石
が
落
下
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
斯
く
な
ら
ざ
る
中

は
決
し
て
い
さ
上
か
も
休
息
す
る
郡
が
な
い
の
で
あ
る
。

雁
嘘
構
成
の
経
過
は
狭
し
て
同
様
な
も
の
で
な
い
。
之
の
擬
過
は

陵
城
緋
成
の
嘘
度
群
し
く
不
定
な
砦
茄
、
雁
城
椛
成
の
場
所
及
び
時

間
に
従
っ
て
指
定
さ
れ
る
。
気
候
の
循
理
．
高
地
群
、
一
日
の
時
間
，

阿
季
、
或
は
更
に
長
い
時
間
等
に
従
っ
て
、
老
年
及
び
批
年
の
模
造

及
び
塗
る
時
期
が
あ
る
。
一
般
に
我
々
は
＄
唯
今
の
所
風
化
が
次
に

示
す
場
所
に
於
て
雌
も
迅
迩
に
行
は
れ
て
届
る
顎
を
観
察
す
る
事
が

出
来
る
。

１４ 【４

を
低
く
し
た
。
此
の
山
儒
の
材
難
は
際
り
淡
さ
れ
或
は
漆
解
し
て
泥

土
や
砂
に
な
っ
て
臓
大
な
周
附
の
平
原
に
機
た
は
り
、
や
が
て
遂
に

海
へ
押
し
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
我
冷
の
踏
む
岩
ｌ
そ
れ
は
元
々

剛
岳
の
内
部
に
脇
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
叉
吾
人
の
歎
美
す
る

山
毎
の
形
欣
ｌ
そ
れ
は
元
々
非
常
に
雲
か
な
山
体
よ
り
殻
を
剥

ぎ
取
っ
た
陵
城
で
あ
り
、
そ
し
て
吾
人
は
雁
城
を
越
え
て
登
難
す
る

の
で
あ
る
。
猫
ほ
今
海
の
上
に
諜
立
す
る
山
岳
は
そ
の
昔
あ
り
し
所

の
大
き
さ
の
三
分
の
一
よ
り
大
き
く
な
い
。
こ
の
縄
過
は
既
に
非
常

に
長
い
時
代
、
永
続
し
て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
今
も
倫
吾

人
の
Ⅲ
前
に
て
進
行
し
て
届
る
の
で
あ
る
。
蓋
山
家
は
こ
れ
迄
に
出

来
た
腫
嘘
の
形
状
に
出
遇
ふ
の
み
な
ら
ず
進
行
中
の
す
っ
と
先
言
の

模
像
に
出
辿
ふ
か
も
知
れ
な
い
。

多
く
の
観
察
に
就
い
て
全
く
大
約
に
見
積
っ
た
結
果
、
吾
人
は
聯

一
年
に
ス
ヰ
ス
ァ
ル
プ
ス
だ
け
で
も
千
万
噸
か
ら
五
千
万
噸
の
石
が

篠
け
落
る
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。
若
し
此
事
を
一
黙
に
集
中
し
て

琴
へ
て
見
る
と
、
之
は
殆
ん
ど
間
断
無
く
上
り
落
る
山
崩
に
等
し
く

な
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
砕
片
は
或
時
は
通
常
の
道
の
上
に
、
或
時
は

新
し
い
場
所
に
唯
落
し
て
一
時
は
砕
片
の
堆
稜
中
に
あ
る
が
、
然
し

此
虚
は
唯
積
換
場
所
に
過
ぎ
な
い
。
梓
片
は
や
が
て
遂
に
小
川
や
河
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１
１

㈹
奴
繁
な
酷
寒
の
移
り
愛
り
の
地
帯
平
均
淵
度
の
所
及
び
そ
れ
以

上
の
所
に
於
て
（
二
一
一
○
○
米
か
ら
二
五
○
○
米
ま
で
の
び
の

平
均
温
度
）

②
流
水
が
伽
り
崩
す
秤
の
坂
の
下
部
に
於
い
て
（
度
を
加
へ
る
峻

輪
さ
は
多
く
の
川
麓
に
於
て
峡
将
に
封
し
て
居
る
）

吾
人
は
灰
大
な
全
部
の
場
所
に
於
て
も
峡
い
場
所
に
於
け
る
様
に

今
や
活
瀧
置
模
造
に
従
事
し
て
居
る
所
の
部
分
と
比
較
的
休
息
に
あ

る
如
き
部
分
と
を
厩
別
す
る
蕊
を
髭
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
随
別

は
次
に
示
す
如
し
。

活
渡
な
風
化
に
封
す
あ
特
徴
は
、
多
数
の
露
出
せ
る
新
鮮
な
雅
裂

部
分
を
右
す
る
急
峻
な
傾
斜
、
露
出
せ
る
岩
石
識
、
露
出
し
た
動
き

易
き
砕
片
で
出
来
た
凹
形
の
山
頂
及
び
堆
蹟
及
び
砕
片
堆
積
上
の
新

し
い
漂
石
，
石
塊
等
で
あ
る
。

新
し
い
碑
片
は
岩
石
上
で
は
深
石
上
に
於
け
る
様
に
、
古
い
神
片

と
色
が
非
常
に
か
け
離
れ
て
居
る
事
が
屡
々
臨
別
さ
れ
る
。
新
し
い

岩
石
破
片
の
色
は
古
い
風
雨
に
曝
さ
れ
た
表
而
の
色
と
非
常
に
異
っ

て
居
る
。
即
ち
一
部
分
は
風
雨
に
曝
さ
れ
た
而
に
接
鯛
し
て
居
る
岩

石
は
大
気
の
化
畢
的
作
川
に
依
っ
て
そ
の
色
を
愛
へ
る
。
（
青
灰
色

の
岩
石
は
黄
色
及
び
褐
色
と
な
り
、
エ
ル
ム
の
川
崩
の
黒
鉛
標
灰
色

の
片
岩
は
僅
か
の
年
の
中
に
明
る
い
群
黄
色
、
或
は
総
色
の
も
の
に

塗
る
。
内
部
へ
晴
灰
色
の
ア
ル
プ
ス
石
灰
は
外
而
は
淡
灰
青
色
或

は
白
色
に
槌
め
て
仕
舞
ふ
）
一
部
分
は
風
雨
に
曝
さ
れ
た
岩
石
表

而
が
植
物
で
被
は
れ
る
躯
に
依
っ
て
（
多
く
の
冶
灰
石
，
例
へ
ば
ユ

ー
ラ
Ⅲ
脈
石
灰
石
の
上
の
難
い
灰
色
の
地
衣
類
の
外
皮
、
新
し
い

青
灰
色
の
砕
片
上
の
珪
鵬
石
灰
は
表
而
に
於
い
て
内
色
或
は
臆
色

或
は
黒
色
の
地
衣
類
の
班
熱
で
曙
褐
色
に
な
る
。
花
樋
岩
、
片
凧
岩
、

石
英
岩
の
如
き
雑
腰
盤
岩
石
は
全
地
球
上
で
は
枇
界
至
る
所
に
あ
る

地
衣
類
や
胃
昌
⑦
餌
鴨
ｏ
唱
息
言
目
等
の
緑
色
及
び
禍
色
の
班
鮎
で

被
は
れ
て
届
る
。
そ
れ
故
に
此
の
風
雨
に
喋
れ
た
岩
茄
表
而
は
色
に

於
い
て
は
新
し
い
砕
片
と
は
甚
だ
し
く
和
達
し
て
居
る
。
）
上
の
如
く

岩
石
砕
片
の
色
と
古
い
表
面
の
色
は
色
疹
狩
に
和
逃
し
て
居
る
も
の
で

あ
る
。

緩
め
ら
れ
た
風
化
に
封
す
る
特
徴
と
し
て
は
卒
営
側
斜
．
柿
物
に

砿
は
れ
た
鎚
裂
の
無
い
巾
腹
、
幾
ら
か
柿
物
に
賊
は
れ
た
老
年
期
の

石
溝
．
頂
上
ま
で
柿
物
に
種
は
れ
た
砕
片
の
側
い
山
、
礎
色
し
た
る

地
衣
類
で
被
は
れ
・
蒋
の
生
え
た
滴
塊
な
ど
が
あ
る
。

巌
石
弓
の
｝
錘
）
砿
就
い
て

我
々
が
足
を
置
き
ｂ
我
々
の
身
体
を
手
や
ス
ト
ッ
ク
で
支
へ
る
、

幸
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そ
の
表
而
は
常
に
破
砕
表
而
で
あ
る
。
然
も
此
の
表
而
は
次
の
如
く

示
さ
れ
て
居
る
。
仰
剥
脱
表
面
（
渋
に
）
。
側
剥
落
表
而
。
側
岩
屑
表

而
及
び
最
後
に
非
常
に
稀
れ
な
も
の
で
あ
る
が
。
例
新
し
い
横
断
表

面
、
（
打
盤
に
依
る
）

破
砕
表
而
は
規
則
的
な
事
も
叉
不
規
則
な
率
も
屡
々
あ
る
が
法
則

Fig．］集、せる鍔洞

の
無
い
と
い
ふ
鞭

は
決
し
て
無
く
て

色
為
の
鮎
に
於
い

て
法
則
の
あ
る
聯

が
認
め
ら
れ
る
。

蕊
山
家
の
立
場
か

ら
吾
人
は
岩
石
を

磐
石
の
破
砕
種
類

に
従
っ
て
最
も
簡

雅
に
次
の
様
に
随

別
す
る
。
即
ち
郡

を
な
す
も
の
・
剥
落
し
た
る
も
の
及
び
勝
状
な
な
す
も
の
。

帥
群
を
な
す
も
の
。
不
規
則
な
多
而
体
の
剥
脱
が
四
方
八
方
に
等

し
く
，
或
は
類
似
し
て
、
或
は
叉
腰
々
平
ら
に
裂
け
て
あ
る
Ｊ
裂
圃

の
表
而
は
大
低
淵
か
で
な
く
、
捌
握
及
び
立
つ
事
は
常
に
唯
剥
脱
破

片
而
上
で
な
さ
れ
此
虚
其
蝿
に
一
方
向
が
優
勢
で
あ
り
（
板
歌
）
或

は
二
つ
の
剥
脱
方
向
が
重
き
を
な
す
。
（
柱
状
）
之
は
多
く
の
藤
演

さ
れ
な
い
火
成
岩
，
即
ち
花
満
岩
、
無
花
閥
岩
．
閃
維
岩
、
班
岩
等

の
組
織
で
あ
る
。
斯
の
如
き
山
添
集
関
の
例
へ
ば
ピ
ッ
ッ
ベ
ル
ニ
ナ

ピ
ッ
ッ
ュ
リ
ャ
、
ア
ル
ピ
グ
ナ
山
脈
、
ピ
ー
ッ
チ
ホ
ル
ン
等
で
あ
る

（
挿
識
一
参
照
）

仰
剥
落
し
た
も
の
、
総
裂
表
而
或
は
剥
脱
表
而
は
密
集
し
て
，
一

方
向
に
平
行
し
て
届
る
。
雌
激
し
た
器
茄
の
様
に
、
薄
い
勝
賊
の
岩

茄
に
於
い
て
著
し
く
現
れ
る
。
片
臓
岩
。
雲
慨
片
岩
，
粘
板
岩
及
び

之
等
の
も
の
Ａ
無
数
の
愛
化
し
た
る
も
の
等
で
あ
る
。
沈
澱
の
場
合

で
は
ア
ル
プ
ス
に
於
い
て
は
結
晶
片
岩
の
場
合
の
如
し
。
例
、
エ
ル

ム
附
近
の
フ
リ
ッ
シ
ュ
片
岩
、
ス
コ
ピ
ー
、
ピ
ヅ
ッ
・
テ
リ
ー
、
ピ

ッ
ッ
・
リ
エ
ィ
ン
等
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ピ
ュ
ン
デ
ン
片
岩
等
で
あ
る
。

結
品
片
隅
の
例
で
は
フ
イ
ン
ス
タ
ー
ラ
ー
ル
ホ
ル
ン
、
ブ
リ
ス
テ
ン

シ
ュ
ト
ッ
ク
及
び
内
部
ア
ル
プ
ス
の
旗
大
な
地
拙
等
で
あ
る
。
（
挿

韮
些
一
）

仙
成
臓
器
，
肘
を
成
す
事
は
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
於
い
て
は
三
挫
紀

傭
か
ら
第
三
紀
勝
（
石
灰
ア
ル
プ
ス
）
に
至
る
迄
の
壮
年
期
の
沈
澱

１６ 1６



で
あ
る
。

摩
擦

傾
斜
而
上
に
吾
人
が
立
ち
得
る
の
は
唯
摩
擦
の
篤
で
あ
る
。
摩
擦

全
軍
琴
‘
ｌ
ル
ス
ー
ブ
ン
、
ミ

ユ
ル
ッ
チ
エ
ッ
ン

シ
ュ
ト
ッ
ク
、
ピ
フ
エ
ル
ー
プ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
等
。
（
第
三
間
）

集
風
せ
る
組
織
は
無
方
向
で
あ
る
が
、
剥
落
及
び
成
府
岩
の
場
合

で
は
排
置
が
問
題
に
な
る
。
そ
の
場
合
に
唯
じ
て
吾
人
は
更
に
成
勝

に
於
い
て
．
特
に
特
色
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
此
れ
の
破
砕
面
は

成
屑
而
か
、
或
は
横
剥
脱
而
か
い
づ
れ
か
で
あ
る
。
之
を
庇
別
す
る

に
は
板
欣
、
薄
地
屑
，
厚
地
屑
、
度
地
層
等
に
依
る
。
石
灰
石
、
泥

灰
石
、
日
雲
石
、
砂
石
及
び
喋
岩
等
の
場
合
で
は
府
を
成
す
事
は
殆

ん
ど
決
し
て
間
達

一
画

表
而
或
は
横
剥
脱
面
の
上
に
立
っ
た
り
、
把
握
し
た
り
す
る
の
で
あ

る
。
曲
地
に
於
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
岩
崎
排
列
が
存
在
す
る
。
一
つ
の

岩
層
の
凸
出
し
た
、
破
壊
し
た
側
を
岩
肝
瑛
と
云
ふ
。
岩
肘
而
は
背

即

而
で
あ
る
、
傾
斜

１

ひ
が
な
い
。
成
暦

は
石
灰
ア
ル
プ
ス

編
（
第
三
紀
勝
）
維

瑞
の
特
色
の
非
常
に

落
著
し
い
も
の
で
あ

Ｉ歌
る
。
例
、
リ
ギ
、

⑨
】

９
ス
ペ
ー
ル
ビ
ラ
ッ

ｏ
１Ｆ

ス
，
ゼ
ア
ン
ー
プ
イ

ス
、
ケ
ー
ル
フ
イ

う

1７

Fig.３成屑器石

ラテ背とにさとのにすはし
ワイ面ｓ従れ背如於る剥た
ススのｓふる而くいあ落砦
、ＩｉＩ例Ｅ表ｏとしてら蛾府
リ脈はに面Ｎをて、ゆ態；,ハ
ギ、ゼ徒の蕊’瞳表斯ろを態
等ピンふ例Ｗ別而く山右或
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Fig.４滑落の祇朋

Ｇ＝物体の並並

Ｄ＝下府上への雌辿

ｇ＝滑力

Ｅ＝)駿擦

⑧，

無
く
し
て
は
吾
人
は
崎
り
落
ち
る
で
あ
ら
う
。
傾
斜
而
が
淵
ら
か
な

ら
ざ
れ
ば
な
ら
ざ
る
軽
雌
擦
は
大
で
あ
り
、
滑
ら
か
で
あ
れ
ば
あ
る

程
、
摩
擦
は
僅
少
で
あ
る
。
摩
擦
は
元
来
、
大
部
分
は
瓢
微
鏡
的
微
細

な
鯛
れ
噛
み
合
ふ
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
摩
擦
は
摩
擦
面
の
欣

態
及
び
材
料
に
左
右
せ
ら
る
Ａ
も
の
で
、
腰
擦
而
の
雌
力
で
増
加
す

る
も
の
で
あ
る
。
第
四
岡
に
於
い
て
．
Ｇ
は
傾
斜
せ
る
下
屑
上
の
一

物
体
の
蕊
流
下
方
へ
作
用
す
る
重
雄
を
表
は
し
て
居
る
。
傾
斜
せ
る

蕊
に
依
っ
て
此
垂
武
力
は
、
斜
而
に
平
行
な
る
一
つ
の
滑
り
分
力
と

斜
而
上
に
垂
旗
な
る
一
つ
の
雁
分
力
に
分
け
ら
れ
る
。
漸
減
傾
斜
の

場
合
で
は
治
り
分
力
は
減
っ
て
来
て
、
雌
分
力
及
び
そ
れ
と
共
に
摩

擦
は
増
加
す
る
。
摩
擦
は
そ
れ
故
に
牢
き
斜
而
上
で
は
淵
力
よ
り
も

大
で
、
物
体
は
静
止
す
る
の
で
あ
る
。
傾
斜
の
度
が
大
き
く
な
る
と

滑
力
は
大
に
な
り
，
摩
擦
は
小
さ
く
な
り
、
物
体
は
滑
り
落
ち
る
の

で
あ
る
。
そ
の
他
に
此
事
か
ら
し
て
直
ち
に
淵
落
に
際
し
て
は
物
体

の
重
雄
が
問
題
に
な
ら
す
し
て
、
渦
分
力
と
腰
擦
の
開
係
が
肝
要
で

あ
る
郡
が
わ
か
る
。

第
五
制
は
滑
落
に
封
し
て
生
ず
る
少
数
の
側
斜
を
示
す
Ｊ

淵
か
な
靴
は
淵
ら
か
な
氷
上
で
は
既
に
傾
斜
暇
で
滑
り
出
す
。
鋲

打
靴
は
氷
温
げ
附
近
で
は
確
支
し
て
鵬
ろ
が
，
然
し
堅
い
滑
ら
か
な

1８1８
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寄
一

燕
等
）
が
本
ら
な
地
上
で
別
々
の
場
所
に
推
稚
さ
れ
る
と
、
側
而
淵
Ⅷ

落
の
下
に
或
定
ま
っ
た
傾
斜
角
で
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
輔
射
歌
に
椎
稚

ロ
ロ

氷
（
狐
か
ら
鋤
ま
で
）
で
は
同
様
に
淵
ユ
リ
出
す
の
で
あ
る
。
粒
状
を

◎

な
、
，
恥
）
た
び
以
下
の
氷
河
の
氷
上
で
は
鋲
打
靴
で
傾
斜
汗
か
ら
川
ま
で

立
っ
て
居
る
事
が
出
来
る
ｏ
気
温
げ
以
上
、
更
に
傾
斜
ｗ
以
上
の
揚

○
○

合
鮮
い
た
平
た
い
石
而
は
ｍ
か
ら
ｍ
ま
で
に
於
い
て
重
な
っ
て
消
・
り

落
ち
，
滑
ら
か
で
，
解
か
れ
な
い
石
は
”
か
ら
野
ま
で
に
於
い
て
，

⑨
◎

滑
ら
か
な
ら
ざ
ワ
（
》
琴
砕
け
た
る
石
は
鋤
か
ら
鋤
ま
で
に
於
い
て
夫
々
淵

り
落
ち
る
ｃ
滑
ら
か
な
磐
上
の
滑
ら
か
な
靴
は
濁
か
ら
ｗ
ま
で
に
於

◎
．
○

い
て
滑
り
出
し
、
滑
ら
か
な
ら
ぬ
石
而
上
で
は
，
此
靴
は
鋤
か
ら
錨

○
Ｄ

ま
で
立
っ
て
居
る
。
鋲
打
靴
で
は
普
通
の
石
騨
上
に
帥
か
ら
鋤
ま
で

○

に
、
裸
足
で
は
更
に
傾
斜
の
度
の
強
い
約
狸
到
ま
で
立
っ
て
届
る
平
が

か
一
出
来
る
。
茄
英
岩
上
で
は
此
岩
茄
は
鋲
を
支
へ
、
鋲
を
使
ひ
耗
ら
す

石
灰
岩
上
で
は
鋲
は
此
岩
石
に
依
っ
て
身
を
支
へ
、
岩
に
凹
み
を
作

る
。
郡
に
於
い
て
微
れ
な
い
人
の
場
合
に
は
肢
溌
心
地
が
始
ま
り
、

、
脈
傾
斜
郡
に
於
い
て
は
肢
蛾
心
地
の
起
る
事
は
彼
れ
な
い
人
に
は

普
通
一
般
の
事
で
あ
る
。
郡
以
下
で
は
墜
落
し
た
人
は
坂
の
上
に
止

ま
り
、
約
心
で
は
之
に
反
し
て
ど
ん
、
／
く
、
‐
滑
落
す
る
。
極
端
な
肢
雌

者
は
森
林
の
空
地
に
歩
く
事
を
止
め
て
頭
を
山
の
方
へ
向
け
て
横
に

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

破
片
側
形
山
の
傾
斜
。
何
か
小
片
の
材
簸
（
砂
、
器
崎
、
粉
末
，

Eig､５山地に於ける傾斜の蒲和

1９
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目

恐
ら
く
は
厄
介
だ
が
然
し
危
険
の
無
い
も
の
で
あ
る
。
集
閲
し
た
塊

欣
岩
石
は
多
く
の
破
片
の
傾
斜
の
偏
に
そ
の
上
で
倒
れ
か
入
る
事
は

困
難
で
あ
る
。
然
し
一
寸
し
た
負
傷
、
悌
我
等
は
潔
山
あ
る
も
の
で

あ
る
ｏ
（
特
に
下
の
方
で
無
く
な
る
所
の
雲
上
の
沿
落
に
依
っ
て
）
砿

落
し
た
る
人
は
鱒
で
砿
は
れ
て
居
な
い
破
片
山
腹
上
に
渋
に
な
っ
て

止
る
。
姉
及
び
そ
れ
以
上
の
傾
斜
の
場
合
で
は
墜
落
し
た
る
人
は
練

脅
と
良
き
手
段
と
に
依
っ
て
の
み
我
身
を
支
へ
る
鞭
が
出
来
る
。

○

傾
斜
が
平
均
し
て
帥
の
場
合
に
は
も
う
此
の
縦
嬢
は
通
過
し
得
べ

き
良
好
な
肱
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。

上
に
暴
け
た
傾
斜
数
字
は
勿
論
そ
の
巌
石
の
性
質
即
ち
巌
石
が

乾
燥
し
て
居
る
と
か
、
濡
れ
て
居
る
と
か
，
叉
雲
に
徹
は
れ
た
り
、

氷
結
し
て
居
た
り
す
る
、
即
ち
山
靴
に
弊
の
丸
太
や
表
而
に
凍
結
し

た
氷
、
新
等
等
の
粘
誇
し
て
届
る
様
な
名
種
の
場
合
に
雁
じ
て
、
非

常
に
動
揺
す
る
も
の
で
あ
る
。

引
力
の
少
な
い
月
の
上
で
は
山
々
は
更
に
急
峻
な
恢
斜
に
耐
え
鍛

え
、
然
し
て
そ
の
溌
鍵
も
地
球
上
に
於
い
て
す
る
よ
り
更
に
黍
易
で

あ
ら
う
。
反
封
に
、
更
に
大
き
な
隠
塊
よ
り
出
来
て
居
る
雌
の
上
で

は
叢
山
は
更
に
大
な
る
力
と
鍔
働
と
を
必
要
と
す
る
率
に
な
る
。
滴

灰
石
，
白
雲
石
．
粘
板
岩
、
泥
灰
石
等
の
鱒
は
滞
り
易
い
も
の
で
あ

笹

2０ ２０

JＬ

除 り又錐石るらんは’'１か側し’１１椎づ蝶が
剥々得、Ｉ'’のｏかど２７．やく錐ては積きし高
落にる鵬或み以な常力、砿て’'１吏洲・が、いく
岩１．，－ツ石はで上らにらハー叉がに落別そｏ鍵
でか破は大あ鵬ざ３４．３６｡氏淵・一庇に々し破ゆ
出ら片勿きりけ・るでまのらつ大依のて片ろ
火２．閲論な、た岩あで傾かのなつ熟殆果様
たま錐吏’'１２６・もはる，斜で破’隔て、ん流に
砿で山に崩よの３６．．石は脆片に自或どにな
片傾は本れりよか花灰大き丘落１１１は全依る
'１１斜破きの傾りら耐石低岩に下な別くる。
腹を片斜破斜吏如。岩では石なす側々破す此
は減が而片度にま、は２６．のつるへの片べ錫
一ず紫に、の念で黒３６．か場てと溌瀧のて合
般る密於土少峻の花から合仕、蓮を大のに
に・にい紗なな破耐ら２７°で舞殆す起き価は
通蕊てのいる片岩３６．まはふんる紺さ斜淵
行縮も流も傾似Ｉ等まで、ｏどｏとには分
すす亦れの斜錐ので営乾泥非若すＩよそ力
るる主だはを’１１如、あ燥灰術しる無れと
のこ要け、有のき片りせ炭にもと開放摩
が とので唯す傾角麻、る流多破、係に擦
黍にもあ．る斜の岩粘破のく片破で摩は
易依のる沖のにあで板片如のが片あ擦之
でっでぺ積（ま耐るは岩側く破散頂｜るにに
てあ且側巌え洲・端で錐軟片肌形。基洲



し
て
後
方
へ
鱒
倒
し
、
尾
篭
骨
を
折
る
事
が
起
る
か
ら
で
あ
る
。
）
力

Ｉ
ル
の
而
は
非
常
に
粗
く
，
そ
れ
で
此
物
の
上
で
の
事
故
は
屡
々
霊

い
笈
傷
を
生
ず
る
。
特
に
危
険
な
の
は
何
か
破
片
が
撒
布
さ
れ
て
あ

る
傾
斜
し
た
る
巌
磐
上
に
於
て
壁
あ
る
。

（
未
完
）

（
誤
認
御
叱
正
下
さ
ら
ん
事
か
・
・
…
・
諜
者
〕

壱

ろ
。
粒
賊
結
晶
の
鱒
（
片
麻
岩
、
雲
毎
片
岩
、
花
耐
石
）
は
前
の
も

の
よ
り
滑
ら
か
で
な
く
、
そ
の
粒
は
更
に
問
く
て
、
之
は
前
者
の
場

合
よ
り
も
更
に
良
い
紗
を
提
供
す
る
Ｊ
需
人
が
例
へ
ば
，
滑
ら
か
で

な
く
、
天
候
の
作
用
を
受
け
た
花
樹
岩
の
而
か
ら
突
然
に
滑
ら
か
な

所
の
氷
河
の
偏
に
解
ら
れ
た
器
流
の
上
に
来
る
時
は
、
特
別
な
用
心

が
必
要
に
な
っ
て
来
る
。
（
即
ち
、
斯
る
場
合
に
は
，
突
然
に
淵
り
冊

臣

α､Ｉ

、

狸
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の
冒
盲
で
気
象
畢
者
に
和
談
し
な
い
で
は
モ
ン
ズ
ー
ン
（
年
二
回
印

度
洋
に
吹
く
時
風
）
に
就
て
の
襟
断
を
最
後
ま
で
正
し
い
も
の
で
あ

る
と
は
信
じ
か
ね
る
。
標
準
上
遜
断
さ
る
べ
き
も
の
は
一
般
的
な
ま

あ
漠
然
た
る
意
味
の
娯
楽
を
超
越
す
る
か
ら
、
測
定
上
叉
は
標
準
と

の
多
少
の
加
逢
に
就
い
て
は
少
な
か
ら
ず
異
論
が
で
る
。
そ
し
て
一

地
方
で
一
行
の
期
待
し
て
る
以
上
に
あ
る
時
は
よ
く
注
意
し
，
叉
あ

る
時
は
あ
ま
り
注
意
も
せ
ぬ
や
う
な
人
逢
は
、
他
所
で
は
一
行
の
欠

乏
と
か
諜
猫
と
か
云
ふ
も
の
が
ほ
ん
の
鉱
ま
ぐ
れ
な
事
件
の
た
め
に

左
右
さ
れ
る
事
を
兎
角
忘
れ
易
い
。
所
が
印
度
東
北
地
方
に
於
け
る

今
年
の
雨
量
は
確
か
に
標
準
以
上
に
多
裁
で
も
あ
り
叉
時
期
も
長
か

っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
「
結
構
な
雨
だ
ｏ
‐
一
と
土
民
達
は
云
っ
て
た

が
私
は
「
悪
い
雲
に
含
つ
た
も
の
だ
」
と
う
っ
か
り
答
へ
て
居
た
。

天
候
ご
雪
の
状
態
琶
の
関
係

俺

印
度
を
旅
行
中
私
は
此
の
鮎
に
就
い
て
腿
々
変
問
を
重
ね
た
が
大
抵

は
一
様
に
珍
し
い
大
雨
だ
と
云
ひ
間
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
ｎ
分
の
満

足
す
る
や
う
な
答
へ
を
得
た
の
は
稀
で
あ
っ
た
。
多
年
の
間
気
候
の

愛
り
日
に
際
し
て
は
山
の
様
子
花
見
て
た
冒
骨
の
旨
い
の
人
為
は
九

月
中
に
此
ん
な
に
多
く
叉
こ
ん
な
に
下
の
方
ま
で
雲
の
降
っ
た
事
は

殆
ん
ど
聞
い
た
た
め
し
が
な
い
と
話
し
て
居
た
。
か
ょ
る
話
の
大
体

の
要
紬
は
恐
ら
く
エ
ベ
レ
ス
ト
川
や
そ
の
あ
た
り
の
二
三
の
大
尖
暴

に
限
ら
れ
ず
し
て
北
方
に
あ
る
重
要
な
地
域
を
含
む
地
方
に
も
迩
懸

さ
れ
た
事
で
あ
ら
う
・
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
「
モ
ン
ズ

ー
ン
は
何
時
も
よ
り
は
一
寸
後
れ
て
吹
き
だ
し
た
ら
し
い
が
吹
き
止

み
始
め
た
の
は
大
部
お
そ
か
つ
た
」
と
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
は
普
通
に

は
一
つ
の
封
象
の
中
に
含
ま
れ
て
居
る
の
だ
が
、
天
候
に
閥
し
て
我

しP-－

侍

邪２ 碗Jら

可
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々
を
欺
く
所
の
封
象
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
今
年
は
常
に
な
く
溌

気
が
多
か
っ
た
と
決
定
す
る
鞭
は
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
エ
ベ

レ
ス
ト
山
上
で
は
ど
の
位
の
襟
度
で
あ
ら
う
と
云
ふ
事
を
諜
測
す
る

の
は
殆
ん
ど
で
き
な
い
和
談
で
あ
る
。

鴎
匡
痢
旨
を
通
っ
て
旅
行
す
る
間
一
行
は
エ
ベ
レ
ス
ト
峯
の
影
さ
へ

兄
ら
れ
な
か
っ
た
。
浬
胃
ｇ
蕊
ｏ
侭
（
五
月
二
十
八
日
）
に
進
ん
だ
日

に
始
め
て
雪
の
清
快
な
景
色
に
接
し
た
。
そ
し
て
幸
に
も
朝
お
そ
く

ｇ
ｏ
ｇ
ｏ
言
畠
を
眺
め
る
事
が
で
き
た
。
然
し
ｇ
ｏ
旨
。
冒
昌
と
そ
の

北
方
に
あ
た
る
方
而
と
は
は
る
か
南
方
に
あ
る
諾
峯
よ
り
は
雲
に
か

く
れ
る
事
も
少
な
か
っ
た
。

砲
身
］
昌
昌
》
丙
冒
呂
旦
目
鳴
》
９
５
目
。
旨
○
等
は
除
り
眺
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
か
く
￥
い
季
節
で
は
あ
っ
た
が
ｂ
朝
早
く
容
や

頂
上
の
あ
た
り
か
ら
立
ち
の
ぼ
っ
て
夕
暮
前
に
は
散
じ
な
い
と
云
ふ

雲
の
習
性
を
観
察
し
始
め
た
。
諸
峯
が
隠
さ
れ
て
居
た
か
ら
と
は
云

へ
天
候
は
必
然
的
に
悪
い
と
は
云
へ
な
か
っ
た
。
六
月
六
日
始
め
て

丙
冒
冒
罵
ｇ
〕
ぬ
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
を
眺
め
た
時
は
日
之
出
後
三
時

間
位
で
ぼ
ん
や
り
し
て
た
が
天
候
は
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
二

日
は
同
じ
や
う
な
状
態
で
眺
め
ら
れ
た
。

六
月
十
三
日
四
〕
罵
邑
牢
弱
昌
○
房
の
岡
か
ら
私
は
三
時
間
ば
か
り

、

望
遠
鏡
に
よ
っ
て
エ
ベ
レ
ス
ト
諸
峯
を
兄
つ
け
出
さ
う
と
試
み
た
が

駄
目
だ
っ
た
。
一
行
が
始
め
て
そ
の
地
鮎
を
見
つ
け
た
時
に
は
脚
の

堆
中
で
西
方
か
ら
境
黒
な
雲
が
吹
き
上
け
ら
れ
て
居
た
。
然
し
同
時

刻
に
同
旨
目
且
冒
噌
は
素
敵
な
婆
を
現
は
し
て
た
し
日
没
前
に
は

諸
峯
が
皆
晴
れ
て
し
ま
っ
た
。
遠
望
の
景
色
で
一
番
華
麗
だ
っ
た
の

は
六
月
十
九
日
に
砲
ｇ
〕
唱
黒
か
ら
見
た
眺
め
で
あ
つ
っ
た
。
我
々
は

日
出
後
半
時
間
位
継
て
岡
の
上
に
居
た
が
そ
れ
か
ら
叉
半
時
間
も
す

る
と
何
ん
に
も
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
日
は
雲
奴
が
悪

意
を
持
っ
て
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
我
々
の
居
た
所
は
光
輝
く
や
う

な
天
候
で
あ
っ
た
が
午
後
に
な
る
と
雷
雨
に
襲
は
れ
た
。
そ
の
た
め

目
冒
唱
に
近
づ
き
つ
上
あ
っ
た
旅
行
除
の
幹
部
は
ぴ
し
よ
ぬ
れ
に
さ

れ
た
。
そ
し
て
此
の
時
の
天
候
に
は
あ
る
一
定
の
時
を
於
い
た
念
愛

が
あ
っ
た
。

忍
ふ
に
こ
の
忽
愛
は
エ
ベ
レ
ス
ト
巣
に
吹
く
モ
ン
ズ
ー
ン
の
先
鯛

れ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
嵐
が
先
に
来
た
の
で
あ
る
。
然
し
一

般
に
六
月
の
始
め
戦
か
ら
諸
柴
は
暗
れ
て
居
た
。
諦
搬
は
十
分
で
は

な
い
が
六
月
二
○
日
以
前
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
崇
に
は
、
僅
か
な
雲
か

或
は
全
く
雲
の
形
が
な
か
っ
た
や
う
に
見
受
け
た
。
二
三
日
過
ぎ
て

園
○
信
冒
一
ハ
氷
河
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
崇
を
眺
め
た
時
に
は
ま
だ
比
較
的

げ

z３

届＝
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伽

に
で
も
蹄
し
得
る
な
ら
、
七
月
六
’
七
日
は
モ
ン
ズ
ー
ン
の
始
ま
り

で
あ
っ
た
と
も
云
へ
る
。
雌
初
は
こ
の
降
雪
を
重
大
な
事
件
と
老
へ

た
。
そ
れ
は
数
日
間
は
或
る
重
要
な
満
さ
に
全
く
登
り
得
な
い
と
思

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
そ
の
後
の
棚
察
に
よ
っ
て
我
々
は
か
よ
る

降
雪
を
あ
る
程
度
ま
で
は
軽
蕊
し
得
る
や
う
に
な
っ
た
。
七
月
を
通

し
て
我
々
の
出
錐
し
た
Ｒ
か
ら
は
一
日
の
中
に
雪
の
降
っ
た
率
も
度

々
あ
る
。
時
々
午
後
か
ら
日
洩
の
間
比
較
的
小
時
間
降
っ
た
り
、
叉

午
前
の
中
頃
か
ら
間
断
的
に
一
日
中
降
り
綾
け
て
夜
に
入
る
蕪
も
珍

し
く
は
な
か
っ
た
。
然
し
こ
の
無
害
な
現
象
が
我
々
を
鉱
撞
は
ら
せ

た
率
も
度
々
あ
る
。
雲
は
雲
の
極
く
薄
く
凝
集
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら

日
光
熱
に
よ
っ
て
券
易
に
伎
入
さ
れ
．
終
に
は
そ
の
場
所
で
と
け
て

し
ま
う
。
そ
し
て
撫
気
は
面
ぐ
様
蒸
謹
し
て
し
ま
う
か
ら
、
地
而
が

乾
き
切
る
前
に
雲
が
降
る
事
は
除
程
の
場
合
で
な
け
れ
ば
な
い
。
雲

が
降
っ
た
そ
の
場
所
に
兄
受
け
ら
れ
た
所
か
ら
も
う
数
百
吹
も
揃
い

所
で
は
そ
の
影
靭
が
筒
一
屑
重
大
で
あ
る
と
思
っ
て
も
よ
い
。
然
し

粒
炊
の
雲
が
半
日
も
続
い
て
液
つ
た
次
の
朝
早
く
起
き
る
と
，
二
○

○
○
○
吠
位
の
満
さ
に
あ
る
器
の
而
は
少
く
と
も
二
’
三
吋
よ
り
厚

い
雪
で
蔽
は
れ
て
ろ
。
か
よ
る
種
類
の
天
候
は
危
険
で
な
い
と
は
云

ふ
も
の
の
．
一
行
の
作
業
を
妨
け
る
班
は
な
い
と
は
云
へ
な
い
。
然

勺

黒
か
っ
た
右
方
に
、
い
分
岐
の
あ
る
岩
塊
が
現
は
れ
て
居
て
屋
根
の

上
を
い
く
ら
か
の
万
年
雪
が
磁
ひ
、
正
而
の
谷
は
北
方
即
ち
我
々
の

居
る
方
向
に
曲
が
っ
て
居
て
雲
が
商
い
東
北
の
険
し
い
屋
根
に
再
び

兄
受
け
ら
れ
た
。
然
し
ほ
ら
は
抜
き
に
し
て
も
雲
の
山
で
あ
り
ほ
ん

た
う
に
砂
糖
の
お
菓
子
ｌ
何
れ
さ
う
な
る
の
で
あ
ら
う
が
ｌ
の
や
う

で
あ
る
。
幸
に
も
我
々
の
踏
査
の
手
始
め
に
勝
っ
て
四
五
日
晴
天
が

綴
い
た
。
そ
し
て
そ
の
頃
の
雲
の
状
態
は
後
日
の
そ
れ
と
は
大
部
迷

っ
て
居
た
新
し
い
雲
は
直
ぐ
に
溶
け
て
し
ま
っ
た
に
相
違
な
い
。
一

行
は
二
一
○
○
○
呪
の
束
斜
而
で
清
水
を
見
付
け
且
つ
西
向
き
の
綾

斜
而
の
所
に
も
あ
っ
た
。
国
‐
冒
晦
の
上
で
は
斜
而
の
山
頂
腫
近
い

所
は
大
抵
薄
く
は
あ
る
が
十
分
に
野
で
蔽
は
れ
て
た
が
、
我
々
は
決

し
て
立
ち
上
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
山
旗
に
近
い
所
で
は
南
北
雨

而
に
氷
が
あ
っ
た
。
何
程
の
商
さ
に
ゆ
け
ば
六
月
中
に
氷
を
見
受
け

ろ
だ
ら
う
と
云
ひ
切
る
郡
は
不
可
能
で
あ
る
。
外
柵
的
に
琴
へ
る
と

急
峻
な
斜
面
を
除
い
た
ら
二
三
○
○
○
沢
以
上
の
地
表
は
寧
乃
氷
よ

り
も
雲
で
砿
は
れ
て
る
と
云
ふ
事
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。

冒
‐
冒
侭
に
我
々
が
上
っ
た
次
の
日
、
即
ち
七
月
六
日
に
始
め
て

の
降
雪
を
経
験
し
た
。
そ
し
て
次
の
朝
起
き
て
見
る
と
地
上
に
三
’

四
吋
位
に
菰
っ
て
居
た
》
正
し
い
昨
日
と
云
ふ
も
の
が
軍
な
る
小
件

2４
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し
て
外
界
の
消
さ
れ
ぬ
中
に
税
察
地
ま
で
大
急
ぎ
で
下
っ
た
事
も
あ
蛎

つ
た
。
叉
氷
河
上
に
雲
が
蔽
つ
た
時
に
は
い
つ
も
響
靴
を
は
い
て
半

分
凍
り
か
け
た
雲
の
上
を
進
ん
だ
。
そ
の
た
め
一
行
の
人
数
も
制
限

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
す
で
に
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
降
っ
た
素
敵

に
ひ
ど
い
雪
に
つ
い
て
そ
れ
と
な
く
話
し
て
瞳
い
た
。
他
に
八
月
一

日
に
降
っ
た
の
や
八
月
二
十
日
と
二
十
一
日
に
降
っ
た
の
が
あ
る
。

そ
の
時
の
罫
は
一
六
○
○
○
沢
以
下
に
も
達
し
た
。
九
月
に
入
る
と

季
節
風
も
終
り
に
近
づ
い
て
天
候
は
一
層
軍
調
に
悪
化
し
て
降
雪
は
一

多
斌
に
傾
い
た
。
私
は
Ⅱ
記
に
別
記
し
た
や
う
な
二
大
降
雲
に
含
つ
雷

た
。
然
し
一
般
に
は
雲
の
雷
性
と
し
て
軽
く
降
っ
て
居
た
。
登
山
季
一

節
中
天
候
が
晴
天
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
る
以
前
に
は
、
か
よ
る
大
降

雪
が
ア
ル
プ
ス
地
方
に
も
起
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
て
兄
た
所
で

そ
の
並
は
エ
ベ
レ
ス
ト
地
方
に
一
日
で
降
っ
た
も
の
に
較
べ
て
は
如

何
に
も
小
湿
で
あ
る
率
は
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
斜
而
の
終

り
の
方
は
毎
日
積
り
砿
っ
て
行
く
僅
か
な
零
の
た
め
に
非
常
な
雌
力

を
加
へ
ら
れ
て
居
た
。

我
々
は
一
番
商
い
場
所
で
は
ど
れ
位
の
程
度
で
雲
が
溶
け
る
か
と

云
ふ
事
に
就
い
て
は
、
限
り
な
い
疑
問
を
懐
い
て
居
た
が
そ
れ
も
目

Ｕ用

＝＝一一一

し
蓮
に
登
山
者
か
ら
の
見
解
に
よ
る
と
そ
れ
は
明
か
に
危
険
で
な
い

次
の
や
う
な
事
件
に
国
‐
冒
娠
へ
の
登
路
で
奮
っ
た
。
そ
れ
は
一
行

が
山
頂
に
近
づ
き
あ
っ
た
時
に
雷
雨
が
北
方
目
が
け
て
襲
ひ
、
黒
雲

は
川
方
か
ら
集
っ
て
来
て
、
も
く
ノ
、
と
荒
れ
廻
り
天
候
は
お
ぼ
つ

か
な
か
っ
た
。
前
章
に
於
い
て
一
行
が
少
く
と
も
冷
た
い
嫌
な
風
や

煩
し
い
吹
雪
に
含
ふ
の
を
蕊
慨
で
如
側
に
急
い
で
下
っ
た
か
老
話
し

て
瞳
い
た
が
・
風
は
穂
か
だ
し
温
度
は
暖
か
く
我
為
が
大
忽
ぎ
に
下

っ
て
る
間
に
は
雲
粒
を
殆
ん
ど
兇
受
け
な
か
っ
た
。
尚
一
脈
群
し
か

っ
た
経
験
と
し
て
は
峠
Ｉ
其
の
後
エ
ベ
レ
ス
ト
皐
の
言
２
○
一
言
を

其
鹿
か
ら
調
査
し
た
の
で
あ
る
が
そ
の
峠
へ
の
雌
初
の
旅
行
で
あ
っ

た
。
我
狩
は
顔
に
雲
を
た
上
き
つ
け
る
凪
を
反
と
も
に
受
け
な
が
ら

そ
の
峠
に
薪
い
た
。
然
し
天
候
は
嵐
に
苦
捕
で
も
な
く
風
は
冷
た
く

は
あ
っ
た
が
割
合
に
挫
く
吹
い
て
居
た
。
笹
際
風
は
モ
ン
ー
ス
ー
ン
の

全
期
を
通
じ
て
恐
る
べ
き
所
の
敵
で
は
決
し
工
な
か
っ
た
〃
そ
し
て

吹
雪
は
敷
皮
の
旅
行
を
妨
げ
は
し
た
が
こ
れ
と
江
も
決
し
て
我
為
を

池
返
す
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
我
倉
の
踏
査
上
の
延
引
が
悪
天

候
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
た
と
云
ふ
事
は
勿
論
重
大
な
事
で
あ
っ
た

我
倉
は
何
か
必
要
で
あ
っ
た
や
う
な
時
に
は
よ
り
禰
所
に
侭
舎
を
移

す
鞭
を
敢
へ
て
し
た
。
そ
し
て
出
装
後
度
々
雲
と
向
ふ
見
ず
に
競
走
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比
較
的
低
い
所
で
は
斜
而
の
向
き
と
か
角
度
と
か
に
よ
っ
て
色
を

逢
っ
て
く
る
。
或
る
崎
天
の
日
の
後
束
斜
面
の
嘘
し
い
術
さ
二
○
○

○
沢
ば
か
り
の
所
で
は
明
か
に
溶
け
て
居
た
。
北
向
き
の
斜
而
で
は

同
じ
位
の
商
さ
の
所
で
全
く
そ
の
ま
上
残
っ
て
居
た
。
そ
れ
よ
り
一

○
○
○
沢
ば
か
り
満
い
卒
な
斜
面
は
眼
に
映
す
る
位
の
程
度
で
蔽
は

れ
て
居
た
が
．
零
は
降
っ
た
糟
日
の
そ
れ
の
や
う
に
下
の
方
に
粉
欣

の
ま
Ｌ
で
残
っ
て
居
た
。
三
’
四
円
晴
天
の
続
い
た
後
は
氷
河
の
雲

而
は
全
く
固
く
な
っ
て
居
て
午
後
も
岡
い
ま
上
の
状
態
で
綴
い
た
。

そ
こ
か
ら
一
五
○
○
沢
ば
か
り
揃
い
所
で
我
々
は
側
い
外
皮
を
こ
は
一

し
て
一
眼
以
上
も
柵
が
沈
ん
だ
。
此
の
状
態
は
氷
河
を
見
下
さ
れ
る
麺

屋
根
に
ま
と
は
り
易
い
そ
し
て
此
の
部
分
に
影
を
投
け
か
け
る
部
分
－

的
な
雲
に
幾
分
は
開
係
し
て
る
。
然
し
筒
満
く
も
つ
と
礎
が
り
の
あ

る
場
所
で
も
同
榛
な
状
態
に
命
つ
た
。
そ
し
て
北
向
き
の
斜
而
に
於

い
て
雲
崩
れ
に
な
っ
て
落
ち
る
ま
で
は
決
し
て
愛
化
せ
ぬ
粉
雪
を
再

び
認
め
た
。
恐
ら
く
一
番
理
屈
的
な
著
し
い
現
象
は
唇
○
三
戸
８
－
の

下
に
あ
る
東
斜
面
に
稜
っ
て
脳
た
粉
弊
で
あ
っ
た
ら
う
。
そ
し
て
同

じ
位
の
商
さ
の
こ
】
鼻
冨
冒
の
下
に
あ
る
麓
斜
而
の
雲
は
や
つ
と

問
く
な
っ
て
居
た
が
、
そ
れ
よ
り
一
○
○
○
沢
ば
か
り
下
に
独
々
は

６

優
秀
な
雲
を
見
つ
け
た
。
そ
の
事
か
ら
し
て
高
度
が
日
光
の
溶
融
力
”
一
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然
に
分
っ
て
来
た
。
勿
論
岩
石
而
は
何
時
で
も
早
く
と
け
る
。
然
し

例
へ
氷
河
上
で
も
太
陽
の
輝
い
て
る
所
は
常
に
早
く
と
け
る
事
は
明

か
な
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
誉
っ
て
味
は
い
程
驚
い
た
事
は
吹
雪
が

絶
え
ず
綾
く
や
う
な
曇
天
の
あ
っ
た
後
は
非
雅
に
多
く
の
雪
が
間
ま

っ
て
る
事
を
謹
見
し
た
。
そ
れ
で
我
々
の
暇
舎
や
低
い
峯
々
に
雪
の

降
っ
て
る
間
は
エ
ベ
レ
ス
ト
だ
け
は
降
ら
れ
な
い
に
述
ひ
な
い
と
思

は
れ
た
。
然
し
一
般
に
は
七
月
六
日
以
後
諸
峯
は
著
し
く
白
か
っ
た

そ
し
て
段
為
と
白
さ
を
燃
し
て
少
く
と
も
珍
し
く
綾
い
て
来
た
あ
の

非
常
な
附
天
の
日
二
回
は
眼
に
兄
え
て
異
っ
て
居
た
。
岩
に
ぶ
ら
さ

が
っ
て
居
る
氷
柱
を
兄
や
う
と
襟
期
し
て
た
所
の
束
斜
而
の
絶
壁
で

一
度
如
何
に
も
小
城
の
氷
を
棚
察
し
た
躯
は
注
意
す
べ
き
瓢
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
償
値
が
あ
る
と
感
じ
た
私
自
身
の
印
象
で
あ
る
。
そ
し

て
雲
が
戒
ぐ
に
全
く
と
け
藩
ち
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
と
云
ふ
蕊
の
便
値

は
小
さ
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
暖
か
い
気
候
を
通
し
て
曇

天
の
時
で
さ
へ
二
三
○
○
○
灰
以
上
の
非
常
に
商
い
ｌ
恐
ら
く
二
五

○
○
○
吹
位
の
商
所
に
な
る
と
輝
く
日
光
の
も
と
に
あ
っ
て
も
雲
の

と
け
る
事
は
稀
で
あ
る
。
今
年
の
九
月
中
晴
天
後
二
三
○
○
○
沢
以

上
の
所
の
雲
は
全
く
漆
け
て
腿
た
か
ど
う
か
は
私
の
疑
問
と
す
る
所

で
あ
る
。
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か
で
は
あ
つ
た
が
塗
っ
て
居
て
，
加
ふ
る
に
午
後
か
ら
夜
匹
か
け
て

軽
い
吹
雪
が
綴
い
た
。
八
月
六
円
の
夜
我
公
は
一
七
五
○
○
沢
の
所

で
非
総
な
厳
寒
に
含
つ
た
。
そ
し
て
堆
積
さ
れ
た
滴
の
上
に
は
新
し

い
雲
が
重
大
な
や
う
に
散
布
さ
れ
て
居
た
”
峠
と
山
頂
の
間
の
南
側

で
非
常
に
急
峻
な
雲
の
斜
而
に
倉
し
た
。
我
々
は
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー

を
持
っ
て
居
な
か
っ
た
し
私
も
亦
傾
斜
角
を
測
る
や
う
な
冒
険
を
や

る
課
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
私
が
述
べ
て
置
い
た
如
く
、
浅
い
叩
み

を
通
り
な
が
ら
非
惟
に
弊
崩
れ
を
恐
れ
て
鵬
た
の
は
此
の
場
合
で
あ

っ
た
。
然
し
我
々
を
守
っ
て
呉
れ
る
淡
全
な
線
遊
搾
ぷ
癖
が
出
来
て

我
為
は
丁
度
烏
の
や
う
に
な
っ
て
る
岩
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
。
此

庭
の
雪
は
粉
欣
に
傾
む
い
て
居
た
が
、
あ
る
程
度
ま
で
固
く
な
っ
て

居
た
。
そ
し
て
我
左
が
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
は
斜
而
に
十
分

に
索
藩
し
て
特
別
に
頼
る
躯
が
出
来
た
位
な
の
で
通
過
で
き
た
や
ぅ

な
所
は
何
塵
で
も
す
べ
ら
な
か
っ
た
躯
で
あ
ら
う
。
此
典
か
ら
少
し

登
る
と
雲
の
除
り
深
く
な
い
端
の
方
に
沿
っ
て
危
険
を
避
け
る
事
が

で
き
た
。
然
し
こ
上
で
再
び
私
は
新
雲
と
薄
雪
と
の
間
が
密
着
し
て

る
の
を
驚
い
て
注
意
し
た
。
下
方
の
氷
は
岡
く
も
蒲
ら
か
で
も
な
く

て
泡
だ
っ
た
り
粗
雑
で
あ
た
り
し
た
。
そ
し
て
遜
く
斧
を
あ
て
る
と

癖
易
に
食
込
ま
す
難
が
で
き
た
の
で
．
こ
の
氷
は
念
に
結
晶
し
た
も

矛
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中
の
決
定
要
素
で
あ
る
と
云
ふ
断
案
に
反
鋤
す
る
事
は
難
か
し
い
ま

気
の
温
度
が
非
常
に
冷
く
て
雲
が
と
け
な
い
や
う
な
あ
る
奥
へ
ら
れ

た
日
に
、
そ
の
温
度
が
無
の
上
に
落
ち
て
る
所
に
一
つ
の
線
を
引
く

索
は
出
来
得
る
事
で
あ
る
し
．
叉
そ
の
他
雲
が
岩
を
敵
ふ
や
う
な
場

合
に
含
ふ
事
も
出
来
る
。
六
月
一
日
に
於
け
る
我
々
全
部
の
非
常
に

限
ら
れ
て
居
た
観
察
に
よ
る
と
興
夏
に
は
か
ょ
る
想
像
線
は
エ
ベ
レ

ス
ト
の
最
満
峯
よ
り
商
い
所
に
謡
が
か
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
然
し

こ
の
時
期
や
よ
り
冷
た
い
季
節
に
は
我
准
は
政
ち
に
か
き
ｏ
線
を
Ⅲ

種
よ
り
も
低
く
ず
っ
と
下
の
方
に
兄
出
し
得
る
で
あ
ら
う
。

雲
解
け
と
密
擬
な
関
係
あ
る
零
崩
れ
の
聯
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
我
々
の
観
察
は
こ
の
黙
で
ば
非
常
に
貧
弱
だ
っ
た
の
で
，
私

は
そ
れ
等
の
事
に
就
い
て
少
し
の
説
明
を
す
る
の
さ
へ
自
信
が
な
い

の
で
あ
る
。
雪
崩
れ
を
兄
た
り
そ
の
音
を
聞
い
た
り
す
る
率
も
亦
雲

に
腰
せ
ら
れ
て
あ
念
峻
な
斜
而
の
下
に
起
る
や
う
な
雲
崩
れ
さ
へ
認

め
た
事
は
非
常
に
少
く
て
籍
み
て
驚
く
程
で
あ
る
。
確
か
に
唯
二
つ

の
場
合
だ
け
が
斜
面
を
安
全
に
横
過
り
得
る
や
う
な
天
候
に
淵
し
て

疑
問
と
資
際
に
謝
照
で
き
た
。
最
初
の
は
八
月
七
日
に
起
っ
た
も
の

で
前
に
私
か
述
べ
て
置
い
た
○
員
一
○
，
』
．
』
峰
に
登
り
つ
上
あ
っ
た
時
で

あ
る
。
月
の
始
め
に
大
聖
が
降
っ
て
Ⅲ
Ｒ
の
夜
止
ん
だ
。
霊
日
は
暖
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良
好
な
状
態
に
命
ふ
機
愈
を
或
る
凡
と
他
の
月
と
の
間
で
肺
へ
る

に
つ
い
て
断
定
を
典
へ
ん
と
す
る
に
先
だ
ち
‘
一
一
言
淵
度
に
閲
し
て

巾
述
べ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

斌
洲
に
就
い
て
の
躯
だ
け
な
ら
．
前
後
を
通
じ
て
我
々
は
除
り
ひ

ど
い
寒
さ
も
緩
鹸
し
な
か
っ
た
し
，
叉
困
難
に
型
は
れ
た
事
も
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
と
云
っ
て
何
時
で
も
暖
か
で
あ
っ
た
と
云
ふ
課
で
は

な
い
。
我
狩
は
ア
ル
プ
ス
地
方
で
見
受
け
る
や
う
な
箱
に
幾
夜
か
含

つ
た
。
そ
の
巾
の
一
夜
は
一
九
○
○
○
呪
の
個
舎
に
居
た
時
即
ち
ま

だ
早
い
七
月
十
八
円
の
躯
で
は
あ
る
が
例
外
な
鍍
さ
で
あ
っ
た
。
九

月
の
終
り
の
仮
構
二
円
は
寒
峻
計
が
誰
氏
零
下
二
’
三
度
ま
で
下
っ

た
。
そ
し
て
越
後
の
暇
蟹
の
時
は
風
が
あ
っ
て
一
層
流
度
を
暖
か
く

保
つ
の
に
什
が
折
れ
た
。
私
は
人
夫
が
や
っ
て
る
の
ど
同
じ
や
う
な

つ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
危
険
と
云
ふ
も
の
は
如
何
溌
大
き
な
も

の
だ
ら
う
と
云
ふ
燕
迄
側
し
て
の
或
る
不
安
が
何
時
迄
も
私
に
こ
び

り
つ
い
て
居
た
。
然
し
相
営
に
高
い
所
や
冷
た
い
季
節
だ
と
雪
は
そ

の
所
在
し
て
る
斜
而
に
も
つ
と
ゆ
っ
く
り
と
癖
許
す
る
か
ら
新
騨
の

零
崩
れ
は
一
謄
起
の
易
い
も
の
と
一
般
に
は
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。

”
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の
と
思
は
れ
た
。
雲
は
安
全
に
歩
を
進
み
得
る
や
う
な
性
変
で
は
な

か
っ
た
が
、
す
べ
る
程
の
傾
斜
で
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
私
は
礁
而

と
新
雪
と
の
間
に
於
け
る
同
化
作
用
の
過
程
は
温
度
が
十
分
に
暖
か

い
時
に
は
何
時
で
も
念
に
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
断
定
し
た
。
一
群

念
峻
で
あ
っ
た
雌
後
の
斜
而
は
一
脈
堺
が
深
か
く
、
且
つ
零
は
今
迄

よ
り
術
性
質
が
粉
欣
で
あ
っ
た
。
私
は
叉
と
一
つ
の
凹
面
の
端
に
あ

っ
て
危
険
を
逃
れ
る
事
が
で
き
た
然
し
今
迄
に
一
度
も
崩
れ
が
起
ら

な
か
っ
た
聯
も
亦
雰
が
そ
の
降
っ
た
場
所
に
止
ま
り
得
た
躯
も
共
に

驚
く
べ
き
奉
賛
で
あ
っ
た
。

今
一
つ
の
場
合
は
野
崩
れ
の
起
り
得
る
時
を
岡
し
て
そ
の
決
定
を

典
へ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
で
星
胃
昏
Ｃ
Ｏ
〕
へ
の
斜
而
を
旅
行
中
の

事
で
あ
っ
た
。
其
虚
で
我
々
は
確
か
に
固
い
床
上
を
歩
い
て
居
た
事

が
分
っ
た
が
、
そ
れ
に
就
い
て
の
変
体
は
疑
は
し
い
位
粗
漏
な
も
の

で
あ
っ
た
Ｊ
常
時
私
は
斧
で
以
て
我
々
の
居
る
所
よ
り
も
上
の
所
を

手
際
よ
く
狙
へ
ば
其
瞳
は
全
く
安
全
で
あ
っ
た
と
云
ふ
事
に
自
信
を

右
し
て
た
。
然
し
下
山
の
蹄
途
我
々
は
五
ヤ
ー
ド
の
間
隙
を
兇
た
し

そ
の
所
で
は
表
而
の
韓
が
我
々
の
残
し
て
行
っ
た
足
跡
よ
り
下
方
に

す
べ
り
落
ち
て
居
た
。
此
の
護
見
に
つ
い
で
必
然
的
に
起
る
不
安
な

恩
ひ
が
残
さ
れ
て
，
奮
際
に
我
々
が
相
遇
す
る
や
う
な
事
が
若
し
あ

２Ｓ2Ｓ
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等
の
抵
抗
力
の
狸
い
準
を
椎
稲
し
た
。
私
は
比
鞭
的
冷
え
足
で
は
な

か
っ
た
が
、
長
靴
下
二
足
を
は
い
て
灘
防
し
た
。
而
か
も
二
足
と
も

新
で
且
つ
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
足
目
の
奴
は
不
幸
に
も

靴
屋
の
け
ち
な
見
込
み
蓮
ひ
の
た
め
に
足
振
の
所
を
切
り
す
て
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
川
意
で
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
私
は
完
全

に
足
が
暖
か
で
居
ら
れ
た
が
一
行
巾
の
一
人
は
血
の
め
ぐ
り
を
よ
く

す
る
た
め
に
除
儀
な
く
長
靴
を
脱
い
だ
し
・
叉
他
の
一
人
は
足
に
感

じ
が
な
く
な
っ
た
ま
上
で
歩
い
て
辛
う
じ
て
凍
傷
を
免
か
れ
た
。
且

つ
私
は
こ
の
事
が
午
前
の
堆
中
で
日
光
に
よ
っ
て
よ
く
暖
た
め
ら
れ

た
或
る
東
向
き
の
斜
面
ｌ
そ
れ
も
二
二
五
○
○
脈
よ
り
は
商
か
ら

ぬ
場
所
で
起
き
た
と
云
ふ
覗
筏
を
碑
び
力
誰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
先
見
と
か
注
意
と
か
云
ふ
も
の
が
最
高
所
に
至
っ
て
か
ら
多
勢

な
一
行
に
封
し
て
足
の
凍
え
な
い
や
う
に
防
け
と
注
告
す
る
よ
り
も

は
る
か
に
必
要
で
あ
る
事
は
論
を
待
た
す
と
も
直
ち
に
決
定
し
得
る

で
あ
な
う
。
そ
し
て
此
の
危
険
を
防
ぐ
に
つ
い
て
の
困
難
は
天
候
の

雄
も
暖
か
で
あ
っ
た
日
の
終
り
に
於
い
て
一
番
誰
だ
し
い
と
面
ら
に

決
定
さ
れ
る
〉
そ
し
て
か
上
る
天
候
の
時
に
我
々
の
攻
撃
が
あ
の
エ

ベ
レ
ス
ト
銀
に
叉
は
六
峯
の
中
の
何
れ
か
一
つ
に
或
は
又
そ
れ
と
同

深
度
の
商
さ
の
峯
に
向
っ
て
放
た
る
べ
で
き
あ
る
。

ロ

Ｑ
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防
寒
法
を
し
て
見
た
が
や
は
り
天
幕
の
中
で
震
え
て
居
た
。
九
月
二

十
日
空
気
も
円
の
出
前
は
非
常
に
冷
た
か
っ
た
が
我
々
は
通
に
歩
、
雪

得
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
た
め
に
鼻
の
先
や
耳
た
ぼ
が
い
た
く
な
っ
た

り
叉
不
愉
快
に
な
っ
た
り
し
た
事
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
一
般
に
は

我
々
が
戦
え
得
た
位
の
寒
さ
に
封
し
て
藤
め
川
意
す
る
群
は
や
さ
し

く
出
来
る
と
云
っ
て
も
よ
い
だ
ら
う
。
匡
鼻
冒
曽
へ
の
雌
初
の

登
禁
紀
に
示
し
た
や
う
に
熱
は
筒
一
府
危
険
な
害
敵
で
あ
っ
た
。
太

陽
の
力
を
直
披
に
頭
に
感
じ
た
塀
は
決
し
て
な
か
っ
た
が
春
中
で
は

午
前
八
時
と
云
ふ
早
さ
だ
の
に
私
の
精
力
即
ち
必
要
な
力
に
封
し
て

一
定
の
攻
撃
を
感
じ
た
。
そ
し
て
太
陽
は
輝
い
て
は
居
な
か
っ
た
が

日
募
時
氷
河
を
隣
ぎ
り
な
が
ら
快
活
な
活
動
航
態
を
失
っ
て
念
に
非

常
な
疲
勢
を
感
じ
た
躯
も
一
度
な
ら
ず
あ
っ
た
。

雲
の
温
度
は
非
常
に
大
切
な
聯
件
中
の
一
つ
で
熟
考
す
べ
き
鞭
で

あ
る
。
胃
，
昌
侭
の
山
旗
で
は
七
月
で
さ
へ
日
中
雲
が
冷
た
か
っ
た

そ
し
て
其
時
は
二
○
○
○
○
沢
の
所
で
雪
靴
を
は
い
て
新
雪
を
歩
い

た
人
夫
等
も
私
等
も
皆
足
に
冷
た
さ
を
蝿
え
た
。
私
は
こ
の
事
か
ら

し
て
其
後
は
虞
の
危
険
と
云
ふ
も
の
を
理
解
す
る
事
が
で
き
た
。
人

夫
等
は
鯨
油
を
足
に
塗
っ
て
我
慢
し
た
。
我
々
は
危
難
を
苑
か
れ
て

も
筒
不
平
を
云
ひ
あ
っ
た
が
、
何
時
で
も
私
は
寒
さ
に
封
す
る
人
夫
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登
山
の
最
良
期

⑮

し
て
疲
鱗
か
ら
生
ず
る
危
険
に
や
っ
と
の
事
で
戦
へ
て
行
け
る
人
間

と
云
ふ
も
の
上
一
関
に
は
か
よ
る
妨
害
を
お
か
し
て
の
登
山
は
到
底

不
可
能
な
躯
で
あ
る
。
早
期
の
時
に
つ
い
て
再
び
私
は
話
さ
ね
ば
な

ら
な
い
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
十
分
で
は
な
い
が
立
脚
で
き
る
一
寸
し

た
淵
察
に
よ
る
と
モ
ン
ズ
ー
ン
以
前
に
雲
が
現
は
れ
た
事
は
風
の
吹

い
て
る
の
を
暗
示
し
た
の
で
は
な
く
て
．
寧
ろ
山
頂
は
静
か
で
あ
っ

た
躯
を
示
し
て
た
の
だ
。
零
の
賊
態
に
つ
い
て
例
へ
ば
一
九
二
二
年

の
五
月
と
六
月
に
於
い
て
は
ど
ん
な
様
子
で
あ
ら
う
と
か
、
叉
我
々

が
順
常
に
灘
期
せ
ね
ば
な
ら
な
い
や
う
な
事
を
精
確
に
決
定
す
る
蕊

は
で
き
な
い
。
一
九
二
一
年
の
モ
ン
ズ
ー
ン
中
に
降
っ
た
雪
が
梼
次

の
モ
ン
ズ
ー
ン
ま
で
に
と
け
て
し
ま
う
だ
ら
う
か
？
若
し
叉
さ
う

だ
と
す
る
と
何
月
何
日
ま
で
に
と
け
て
し
ま
う
だ
ら
う
か
？
一
九

二
二
年
の
六
月
中
に
山
に
降
る
雲
の
堂
が
一
年
前
の
時
と
同
じ
で
あ

ら
う
か
？
或
は
叉
川
が
黒
く
兄
え
た
り
向
く
現
は
れ
た
り
す
為
聯

が
交
代
し
て
起
る
だ
ら
う
か
？
若
し
叉
雪
が
と
け
て
し
ま
う
な
ら

ば
何
塵
で
氷
を
兄
受
け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
？
曙
○
屋
。
。
」
の
下

に
あ
る
か
な
り
念
峻
な
斜
面
で
は
雲
が
な
く
な
る
だ
ら
う
と
云
ふ
事

は
あ
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
堆
後
ま
で
雲
の
あ
る
険
し
い

屋
根
は
ど
こ
で
あ
ら
う
か
？
以
上
に
封
し
て
の
推
測
は
ど
れ
も
こ

天
候
と
雪
の
脈
態
と
云
ふ
卵
に
側
し
て
私
が
前
述
し
た
記
事
の
全

傾
向
か
ら
云
ふ
と
，
私
の
意
見
が
エ
ベ
レ
ス
ト
峯
の
登
蕊
期
の
最
良

な
る
時
は
季
節
の
終
り
に
近
い
畔
よ
り
も
、
寧
ろ
な
る
た
け
早
い
時

で
あ
る
と
云
ふ
方
に
傾
い
て
届
る
事
は
殆
ん
ど
疑
へ
な
い
所
で
あ
ら

う
。
勿
論
我
冷
は
今
年
の
九
月
は
悪
か
っ
た
か
ら
九
月
は
い
つ
で
も

悪
い
月
で
あ
ら
う
と
云
ひ
き
あ
事
は
で
き
な
い
。
然
し
な
が
ら
モ
ン

ズ
ー
ン
が
時
を
逢
へ
す
終
っ
て
都
合
の
よ
い
休
息
が
九
月
一
日
か
ら

始
ま
る
も
の
と
想
像
し
て
も
，
モ
ン
ズ
ー
ン
の
間
に
降
っ
た
新
し
い

雲
が
山
旗
近
い
所
で
瓦
夏
過
ぎ
二
ケ
月
半
も
た
っ
て
十
分
に
と
け
る

だ
ら
う
と
云
ふ
率
は
到
庇
朽
り
さ
う
も
な
い
事
と
私
に
は
忠
は
れ
る

風
の
見
込
に
閥
し
て
は
我
倉
は
次
の
様
な
説
明
に
よ
っ
て
の
み
満
足

で
き
る
。
１
１
即
ち
此
年
は
珍
し
く
も
モ
ン
ズ
ー
ン
が
終
っ
た
後
に

吹
い
た
風
が
山
頂
へ
霊
す
る
た
め
に
く
は
だ
て
ら
れ
た
最
も
決
定
的

な
計
搬
を
さ
へ
ぶ
ち
こ
は
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
雲
な
ば
吹
き

あ
け
る
に
十
分
な
弧
さ
を
右
し
て
る
風
は
常
に
蓋
山
を
妨
た
け
る
に

相
蓮
な
い
と
恩
ふ
。
人
間
以
上
の
力
の
あ
る
祁
な
ら
ぱ
い
ざ
知
ら
す

か
上
る
高
所
で
、
か
Ｉ
（
ろ
不
幸
な
欣
溌
に
街
ひ
な
が
ら
長
い
間
努
力

30 3ｃ
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巾
述
べ
て
篭
を
お
く
。
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れ
も
同
じ
や
う
に
思
は
れ
る
。
私
よ
り
も
よ
く
歩
い
て
居
る
登
山
家

の
経
験
は
此
れ
等
の
疑
問
に
つ
い
て
雌
も
艮
賃
に
近
い
答
へ
全
笹
私
の

よ
り
も
誤
り
の
少
い
内
容
を
以
て
示
し
て
く
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
も

問
私
は
登
山
の
機
含
と
云
ふ
も
の
は
早
い
季
節
の
中
に
あ
る
と
云
ひ

得
る
無
と
思
ふ
。
例
へ
ば
今
年
の
挫
駿
か
ら
云
ふ
と
雲
は
前
期
の
モ

ン
ズ
ー
ン
の
終
り
頃
か
ら
と
け
だ
し
た
に
加
逃
な
が
っ
た
し
叉
溌
隙

六
月
中
に
は
す
っ
か
り
と
け
て
居
た
堺
が
分
る
。
然
し
墓
の
零
は
冬

以
伽
に
と
け
る
と
は
定
ま
っ
て
居
な
い
。
例
へ
ば
今
年
も
と
け
な
か

っ
た
。
そ
れ
故
六
月
中
に
雲
が
と
け
た
躯
を
知
る
機
含
の
方
が
九
月

中
に
雲
が
と
け
た
鞭
を
知
る
機
曾
よ
り
も
多
い
の
で
あ
る
。
雲
が
大

愛
よ
く
と
け
て
居
て
、
一
行
が
雲
が
あ
る
だ
ら
う
と
思
っ
て
た
場
所

が
氷
で
砿
は
れ
て
た
な
ら
ば
そ
れ
は
喜
ば
れ
る
事
で
あ
ら
う
。
そ
し

て
我
々
は
こ
の
二
つ
の
中
で
災
澗
の
少
な
い
方
を
操
ば
れ
ば
な
ら
な

い
。
氷
は
エ
ペ
レ
ス
ト
山
上
で
は
容
易
に
打
勝
て
る
障
害
で
あ
る
。

○
一
冒
涜
胃
以
上
は
何
虚
で
も
大
抵
の
所
は
ク
ラ
ン
ボ
ン
（
ア
ィ
ス

ク
リ
ッ
バ
ー
）
に
よ
っ
て
氷
を
征
服
で
き
る
で
あ
ら
う
。
然
し
と
け

か
た
の
ご
く
少
な
い
歌
態
に
あ
る
粉
雪
は
氷
と
非
常
な
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
終
り
に
望
み
早
け
れ
ば
季
節
も
暖
か
い
し
叉
足
の

凍
傷
す
る
や
う
な
危
険
も
少
い
し
、
且
つ
準
備
も
癖
易
で
す
む
事
を



１

登
山

蛤

ワ

ワ
／
、

ク
ス
（
承
前
）

＆
乱

キ
ー
家
に
一
般
的
の
多
く
の
桝
識
を
知
ら
し
め
る
に
簸
良
法
な
ら
ん

ワ
ッ
ク
ス
の
特
性
並
に
使
川
法
を
一
般
的
に
充
分
に
理
解
せ
な
い

間
は
無
理
が
あ
り
、
而
し
て
ワ
ッ
ク
ス
の
庭
理
法
を
理
解
し
得
べ
き

一
定
の
所
ま
で
達
す
る
ま
で
は
，
只
数
個
の
明
瞭
な
ろ
媒
質
に
封
し

て
の
み
一
般
の
ワ
ッ
ク
ス
を
知
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
我
炎
は
登
山
ワ
ッ

ク
ス
を
天
候
の
開
係
。
雪
質
に
就
い
て
よ
く
知
っ
て
ゐ
な
い
だ
ら
ぅ

故
に
注
意
す
可
き
こ
と
は
使
用
す
る
所
の
揚
所
如
何
を
考
察
せ
ざ
る

可
ら
ず
。

ス
キ
ー
の
滑
走
而
は
鈎
や
硫
子
砥
叉
蛾
屑
を
か
け
な
め
ら
か
に
し

ワ
ッ
ク
ス
や
椴
塗
を
自
由
に
な
さ
し
め
る
。
新
し
い
ス
キ
ー
材
に
就

い
て
は
距
臓
仁
油
や
松
脂
を
以
て
材
を
保
護
す
る
前
よ
く
乾
燥
脱
色

せ
し
め
る
。
答
灸
は
こ
の
問
題
こ
と
に
松
脂
の
適
唯
性
に
つ
き
秤
三

今
雲
を
一
般
に
ス
キ
ー
の
迩
膝
性
に
附
き
判
断
し
た
後
に
、
部
分

狩
々
に
説
明
し
て
み
よ
う
。
即
ち
バ
ツ
ブ
シ
ュ
ー
ー
ー
、
プ
ル
ベ
ル
シ

ュ
ー
ー
ー
、
ハ
ル
シ
ュ
等
に
就
い
て
論
じ
て
兄
る
。
而
し
て
ワ
ッ
ク
ス

の
色
々
の
硬
間
に
就
い
て
は
特
性
を
一
般
化
し
、
ク
リ
ス
テ
ル
、
Ｅ

ツ
ク
ス
、
ブ
ラ
ン
ド
に
州
儲
す
る
雲
を
説
明
し
て
行
く
。
故
に
ワ
ッ

ク
ス
は
野
の
感
躍
恋
識
に
依
り
試
み
ら
れ
る
や
う
に
な
る
。

ワ
ッ
ク
ス
が
一
般
ス
キ
ー
に
如
何
に
重
要
な
る
か
を
知
っ
て
ゐ
る

謡
我
は
叉
登
山
に
も
そ
れ
が
如
何
に
淵
係
し
て
ゐ
る
か
を
知
る
必
要

が
あ
る
。
現
代
ス
キ
ー
家
は
ワ
ッ
ク
ス
を
純
て
の
開
係
の
も
と
に
澄

き
平
地
渦
走
に
も
大
い
に
是
を
適
用
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
問
題

は
今
日
良
く
研
究
さ
れ
つ
上
あ
る
ス
キ
ー
手
入
れ
を
冬
の
初
め
に
充

分
に
し
、
そ
の
組
過
中
に
も
同
じ
や
う
に
手
入
す
る
こ
と
は
所
謂
ス

字
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竺種
々
の
雲
硬
に
鋤
し
ス
タ
ィ
グ
ワ
ッ
ク
ス
は
規
則
的
な
も
の
で
あ
測

る
。
そ
れ
は
然
し
例
外
な
い
で
は
な
い
。
今
乾
い
た
雲
の
結
晶
性
に

し
て
も
そ
の
時
の
天
候
の
力
が
直
接
に
ワ
ッ
ク
ス
に
開
渉
す
る
。
例

へ
ば
雲
の
粒
状
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
粘
悲
性
の
獅
轄
あ
る
塗
洲
が
よ
い

時
も
あ
る
。
こ
の
程
度
に
も
亦
色
々
あ
り
、
岡
く
且
つ
僅
か
の
粘
藩

性
の
雲
に
は
ワ
ッ
ク
ス
の
代
表
即
ち
蜜
蝋
を
含
む
て
ツ
ク
ス
を
可
と

し
、
粘
若
性
で
タ
ー
ル
性
を
有
す
る
も
の
に
は
松
脂
と
雫
コ
ム
を
含
む

ク
リ
ス
テ
ル
を
塗
る
。

登
山
を
如
何
に
し
て
軽
く
し
又
登
山
ワ
ッ
ク
ス
の
粘
性
並
に
摩
擦
一

を
如
何
に
す
れ
ば
塀
す
か
は
、
物
理
上
一
一
つ
の
基
礎
的
特
性
に
鯛
れ
露

る
。
登
山
中
片
方
の
ス
キ
ー
が
踏
み
つ
け
ら
れ
、
粘
性
の
ワ
ッ
ク
ス
一

と
雲
は
く
つ
付
き
合
ひ
、
そ
の
結
果
他
方
の
ス
キ
ー
は
前
に
踏
み
出

さ
れ
る
。
次
に
他
を
前
方
に
蓮
ぶ
と
き
は
、
雲
而
は
雁
せ
ら
れ
、
雪

ｃ

と
ワ
ッ
ク
ス
の
粘
藩
は
僅
か
な
る
た
め
に
癖
易
に
梁
に
前
進
す
る
。

古
雲
の
ザ
ラ
メ
は
厚
く
ス
ク
ィ
グ
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
り
川
ひ
る
様
に
色

々
の
方
法
が
あ
る

今
雲
寅
と
ワ
ッ
ク
ス
の
種
類
の
順
序
を
簡
軍
に
染
け
る
と

一
、
氷
鮎
以
下
十
度
乃
至
五
座
の
粉
窪
．
．
…
・
ミ
ッ
グ
ス

ー
、
氷
勤
以
下
零
度
乃
至
十
度
の
粉
雲
：
…
・
ミ
ッ
ク
ス
（
メ
デ
イ
ム
）

論
及
さ
れ
、
ま
だ
幾
多
の
問
題
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。

ス
キ
ー
油
と
タ
ー
ル
は
今
日
ス
キ
ー
の
保
在
性
を
有
す
る
故
に
虚

理
法
並
に
供
給
法
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
純
な
亜
麻
仁
油
は
石

油
や
テ
レ
ビ
ン
油
に
て
も
う
す
め
ら
れ
、
松
脂
は
温
め
て
も
流
動
体

と
な
ら
ざ
る
時
は
テ
レ
ピ
ン
や
ア
セ
ト
ン
に
て
う
す
め
る
。

油
や
タ
ー
ル
を
塗
る
と
き
に
は
ブ
ラ
ッ
シ
や
毛
筆
（
堅
い
）
に
て

塗
る
勘
而
し
て
そ
れ
は
再
三
行
ふ
を
可
と
す
る
。
こ
れ
は
ス
キ
ー
準

備
ｋ
に
雌
も
注
意
を
要
す
る
事
に
し
て
、
お
く
れ
る
こ
と
は
ス
キ
ー

の
保
在
性
並
に
使
用
法
を
知
ら
ざ
る
者
と
考
へ
ら
れ
る
。
叉
ス
キ
ー

を
最
初
に
使
川
す
る
と
き
、
ワ
ッ
ク
ス
の
乾
燥
度
に
注
意
せ
ざ
る
可

ら
ず
。
然
し
近
時
こ
の
塗
法
以
外
ク
リ
ス
テ
ル
の
基
礎
塗
法
あ
り
，
こ
れ

は
木
質
部
が
堅
固
に
な
り
、
長
く
保
在
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
水
の
淫
透
は
殆
ん
ど
な
い
。
こ
の
松
脂
は
う
す
く
塗
り
、
ラ
ィ

ン
グ
ラ
ィ
ド
ワ
ッ
ク
ス
を
そ
の
上
に
塗
り
，
火
製
斗
で
な
で
る
と
空

気
中
の
エ
メ
ラ
ル
ド
の
様
に
早
く
乾
く
た
め
に
、
急
出
護
の
時
に
多

く
推
薦
さ
れ
る
。
而
し
て
こ
の
ワ
ッ
ク
ス
は
特
性
の
相
聯
性
に
破
壊

を
引
き
起
す
た
め
に
急
熱
を
典
へ
る
こ
と
に
注
意
し
、
然
ら
ざ
れ
ば

ワ
ッ
ク
ス
の
特
性
に
何
の
侭
値
を
も
奥
へ
な
い
。



一
、
十
度
以
下
の
粉
雰
…
…
…
…
メ
デ
イ
公
（
ミ
ッ
ク
ス
）

一
、
五
度
以
下
の
粉
雪
…
…
…
…
プ
ラ
ト
リ
ー
ヌ
ク
リ
ス
テ
ル
（
メ
デ

ィ
ム
乃
至
メ
デ
ィ
ム
を
含
ん
だ
ク
リ
〆
テ
ル
）

一
、
○
度
’
三
度
…
：
…
…
…
…
・
プ
ラ
ト
リ
ー

ー
、
○
度
ｒ
い
り
零
下
一
一
匹
…
…
…
プ
ラ
ト
リ
ー
又
メ
デ
イ
ム

ー
、
ザ
ラ
メ
…
…
…
…
…
…
ク
リ
ス
テ
ル

ー
、
繰
気
に
富
ん
だ
粉
雪
：
…
・
…
ク
リ
ス
テ
ル

ー
、
鍵
化
性
の
雲
（
粉
雪
〕
．
．
…
・
…
ゾ
ー
ム
又
は
パ
ラ
フ
ィ
ン

一
、
鍵
化
性
の
雲
（
粉
状
の
糊
雪
〕
…
…
ゾ
ー
ム
、
ミ
ッ
ク
ス
、
プ
ラ
ン

い
牽
忍
例
″
＃
，
、

デ
ン
グ

ー
、
粉
状
間
雲
…
・
・
・
…
：
…
…
…
・
ミ
ッ
ク
ス
、
パ
ラ
フ
ィ
ン

一
、
非
術
に
堅
い
雲
・
…
・
…
・
…
…
メ
デ
イ
ム
を
形
く

一
、
風
で
か
衣
め
ら
れ
稚
霧
・
・
…
・
ミ
ッ
ク
ス
・

只
簡
草
に
大
略
の
雪
質
と
ワ
ッ
ク
ス
と
の
開
係
を
書
い
た
が
、
も

つ
と
深
く
こ
れ
に
謝
し
研
究
彰
進
め
、
登
山
ワ
ッ
ク
ス
の
進
歩
を
計

ら
ん
こ
と
な
・
。

｛
§ 3４

Ｂ



蕊貴紙体

克債質裁

岡
村
源
太
郎
撞
稿
集

翼
無
；
》
ア
イ
蜜
ス
タ
獣
ス
レ
Ｉ
風

御
申
込
は
甚
だ
勝
手
で
す
が
成
る
べ
く
小
樽
稲
穂
町
梅
屋
運
動
具
店
宛
に
お
願
ひ
申
し
ま
す
。

｡

山
ご
ス
キ
：
の
含

完
成

限
定
五
○
○
部

-傘

､零

預

菊
判
三
三
○
頁
暇
製
綴

上
質
紙
鳶
重
版
六
葉

金
武
卿

札
幌
山
さ
ス
キ
ー
の
含

小
樽
梅
屋
運
動
具
店
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◆
山
と
ス
キ
ー
の
倉
は
北
海
道
帝
図
大
畢
文
武
含
ス
キ
ー
部
の
有
志

が
、
此
の
雑
誌
を
蕊
行
す
る
篇
に
作
っ
て
ゐ
る
曾
で
す
。

◆
ス
キ
ー
を
研
究
せ
ら
れ
る
人
、
登
山
に
趣
味
を
持
た
れ
る
方
が
一

人
で
も
多
く
お
読
み
下
さ
る
こ
と
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

一屋一

ﾛﾖ

一
一－

＝ー~食＝一マーーSぎき＝＝=＝準望＝ｮ賢奪冨習

「

◆
雑
誌
代
金
に
就
て
一
賑
下
記
の
諸
項
を
御
承
知
下
さ
い
。

■

◆
本
曾
よ
り
装
す
る
電
信
略
雛
を
「
ヤ
マ
」
と
し
て
居
り
ま
す
。

◆
前
金
切
れ
の
時
の
御
知
ら
せ
は
最
後
の
分
の
包
装
中
に
同
封
し
て
御
余

り
し
ま
す
。
次
の
御
逢
金
あ
る
ま
で
は
配
本
を
見
合
せ
ま
す
。

◆
記
事
中
の
数
量
は
全
て
、
Ｃ
・
Ｇ
・
Ｓ
・
系
に
よ
ら
れ
ん
事
を
望

み
ま
す
。

◆
原
稿
は
、
、
。
を
一
宇
と
し
、
行
を
更
め
る
と
き
は
一
字
下
け
る

こ
と
。

◆
山
岳
及
び
ス
キ
ー
に
閥
し
て
何
な
り
と
も
御
寄
読
下
さ
れ
ん
こ
と

を
お
願
し
ま
す
、
叉
印
謡
の
御
恵
送
を
切
望
致
し
ま
す
。
原
稿
紙

は
御
申
趣
次
第
お
送
り
致
し
ま
す
。

ｰ１申や戸＝戸

■
ｌ
Ｉ
ｌ
』

１

町
の
戸

言
ｖ
雪
昨
郡
“
守
口
刈
跡
〃
夕

定
償
金
参
拾
錘

美
前
金
御
申
込
か
、
現
全
て
な
け
れ
ば
お
渡
し
い
天

し
裳
せ
ん
Ｏ

器
御
送
金
は
な
る
べ
く
振
替
に
て
お
願
致
し
ま
す
Ｏ

秀
六
冊
分
前
金
挑
込
の
方
に
は
塗
料
を
頭
き
ま
せ
ん

器
前
金
の
切
れ
犬
時
の
御
知
ら
せ
は
最
後
の
分
の
包

装
中
に
同
封
し
て
御
送
り
し
ま
す
。
次
の
御
送
金

あ
る
ま
で
配
本
を
見
合
せ
ま
す
Ｏ

器
本
誌
は
替
利
的
の
刊
行
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
紹

介
、
謙
散
の
有
無
に
か
Ｌ
は
ら
ず
雑
誌
の
代
償
は

頂
き
ま
す
。

昭
和
四
年
八
月
一
一
十
八
日
印
刷

昭
和
四
年
九
月
一
日
装
行

「
毎
月
一
回
一
日
義
行
）

編
戟
者
小
川
玄

印
刷
兼
、

護
行
者
４

川
玄

北
海
道
札
幌
市
北
一
膝
西
二
丁
目

印
刷
所
札
幌
印
刷
株
式
愈
赴

北
海
道
札
幌
市
北
一
一
像
西
十
五
丁
目

溌
行
所
山
ご
ス
キ
ー
の
全
自

編
替
水
樗
八
四
九
五
番
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大
正
土
一
年
や
凡
一
一
志
日
簾
一
一
一
純
郵
便
物
認
可

昭
和
四
年
八
月
一
一
十
八
日
印
刷
納
本

昭
和
四
年
九
月
一
日
護
行

ノ

東京。本郷。赤門前

津 滴店

合,名

夏山，冬山の遊具！

美満

書

山
と
ス
キ
！
第
九
十
五
雛

定
償
金
参
拾
銭

美浦津特製山スキー
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